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第 11 期千代田区生涯学習推進委員 名簿 

 

（平成 28～29 年度） 

 職 氏 名 所属団体等名称 

1 会長 佐藤 晴雄 日本大学文理学部教育学科 教授 

2 副会長 前田 耕司 早稲田大学教育・総合科学学術院 教授 

3 委員 服部 元 千代田区専修学校各種学校協会 理事 

4 委員 松井 千恵子 昌平評議会コミュニティスクール運営委員会 

5 委員 鈴木 やす代 千代田区障害者共助会 

6 委員 武藤 祐子 
千代田区社会福祉協議会 

ちよだボランティアセンター長（平成 28 年度） 

7 委員 清水 昌代 
千代田区社会福祉協議会 

ちよだボランティアセンター長（平成 29 年度） 

8 委員 安田 郁子 千代田区文化芸術協会 副理事長 

9 委員 藤井 敬子 千代田区スポーツ推進委員協議会 

10 委員 木村 由香 千代田区青少年委員会 

11 委員 吉田 和仁 
私立高等学校 

和洋九段女子中学校高等学校  教頭 

12 委員 淺川 宏 
千代田区立学校 

 お茶の水小学校 校長 

13 委員 丸山 輝 公募委員 

14 委員 杉森 一恵 公募委員 
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第 11 期千代田区生涯学習推進委員会議 報告書 

テーマ：学びを紡ぎ地域を結ぶネットワークづくり 

 

Ⅰ はじめに                           

 

 第 11 期生涯学習推進委員会議は、「学びを紡ぎ地域を結ぶネットワーク」をテーマとして約 2

年間の協議を経て、ここに報告書をまとめることができた。 

本推進委員会議は、第 10 期の報告書で「（仮称）生涯学習大学の創設について」を提言したと

ころであるが、これは平成 28 年に「ちよだ生涯学習カレッジ」(以下、「ちよカレ」という)とい

う名称で開校され、1コース目が運営されるに至った。そこで、今期の第 11 期は、その 2コース

目の学習課題について協議すると共に、「ちよカレ」の卒業生による今後の活動をどう支援できる

かを一つの課題として協議することとした。 

まず、「ちよカレ」の 2コース目の学習課題としては、様々な意見も出され、1コース目とは異

なる課題として、千代田区の魅力の発信とアピールを担う「千代田まちマイスター」の養成を取

り上げるよう提言することとした。とりわけ、東京オリンピック・パラリンピックを視野に入れ

て国内外の観光客に対応するボランティア活動を担う人材(マイスター)の養成が求められるが、

これに限らず、千代田区の新たな価値を見出し、創造し、これらを区内外の方々に発信する人材

の養成も課題になる。この 2コース目も、「学び」の縦糸と横糸が織りなすネットワークづくりに

つながることを目指している。 

つぎに、卒業生の在り方に関しては、「学び」を縦糸、すなわち「ちよカレ」卒業後の学びにど

う結びつけ、地域活動等に生かすことができるかという視点と、それを横糸、すなわち区内の多

様な学びの場との関連付けを図ることがでるかという視点を、交差させるような仕組み(ネットワ

ーク)づくりに焦点を当てて議論を重ねてきた。このことについては、本報告書の「Ⅲ２．卒業後

の展望について」で述べてあるように、「ちよカレサポーターへの登録」「人材バンク登録」「千代

田区内でのデビュー」という 3つの支援策を提言している。 

本報告書では、「Ⅱ『ちよだ生涯学習カレッジ』の開校と運営」についても触れ、その実態を記

し、続く「Ⅲ『ちよだ生涯学習カレッジ』の課題と検討」の中で前述した 2コース目の在り方と

卒業生の展望」に関する提言をまとめてある。そして、「Ⅳ学びを紡ぎ地域を結ぶネットワークづ

くり」に関しては千代田区生涯学習連絡会の報告と共に、そのネットワークづくりの視点を提言

的に述べている。最後の「Ⅴ今後の課題と展望」では、千代田区における「学び」のネットワー

クづくりを展望しつつ、これからの課題について言及している。 

なお、本報告書作成に至る過程では、計 9回の会議を開催し、多くの委員から様々な視点によ

る意見が出された。 

最後に、本報告書が千代田区における「学び」の振興と施策の充実にいささかでも資すること

が出来れば、推進委員一同の喜びとなる。
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Ⅱ 『ちよだ生涯学習カレッジ』の開校と運営           

 

第 11 期生涯学習推進委員会議では、第 10 期生涯学習推進委員会議にて検討・決定した

「ちよだ生涯学習カレッジ」の基本理念・方針を踏まえ、詳細について検討を重ね、下記の

とおり決定した。 

 

１．概要 

 

（１）開校 

平成 28（2016）年 10月に開校し、第 1期を開始した。以後、第 2期は平成 29（2017）

年 10 月、第 3期は平成 30（2018）年 10 月と毎年 10 月に開始する。 

 

（２）ちよだ生涯学習カレッジ学長 

佐藤晴雄 氏（日本大学文理学部教育学科教授） 

 

（３）ちよだ生涯学習カレッジ事務局 

千代田区立九段生涯学習館内に置く。 

 

（４）授業回数 

36 回（18回／年） 

 ※回数の中には、入学式、卒業式、オープンカレッジ等の行事は含まない。 

 

（５）卒業要件 

下記の２つを満たすことを卒業要件とする。  

①各単元の 6回の授業のうち、4回以上、および全 36 回のうち 28 回以上の出席。 

 ただし、30 分以上の遅刻および早退をあわせて計 2回で、1回の出席とみなす。 

②授業における習熟度が一定の水準に達していると、コース長が認めること。 

 

（６）申込み資格 

① 20 歳以上（入学する年の 10 月 1日現在） 

② 千代田区内在住・在勤・在学 

③ 2 年間継続して学ぶことができ、学習成果を地域活動やボランティア活動を通して実践

する意欲のある方 

 

（７）定員 

30 名 

 

（８）授業料 

年間 1万円（２年間で２万円）  
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（９）選考方法および入学者の決定 

 入学願書に必要事項を記入し、作文（課題あり／600～800 字）を添えて、事務局まで郵

送、来館、またはホームページより、締切日までに必着にて申し込む。提出した入学願書

は返却しない。 

 

（10）学生生活ハンドブック 

「ちよだ生涯学習カレッジ」のルール等を記載した『学生生活ハンドブック』を作成し、

学生に配布する。毎年見直し、その都度、改訂版を全ての在校生に配布する。平成 28 年 10

月の開校に先立ち、本会議ではハンドブックの内容について、以下のように検討し、反映し

た。 

 

【学生生活ハンドブックの項目と内容】 

① ちよだ生涯学習カレッジについて 

 本カレッジの基本理念及び３つの方針を理解し、自発的に積極的に学ぶこと 

 他の学生の意見や考えを尊重し、価値観を認め肯定的に関わること 

②学びと地域のコーディネーター養成コース 

 履修単元及び卒業要件について 

 卒業後について 

③授業について 

 教室型の場合は 19 時～21 時に行い、それ以外の場合はその都度知らせること 

 授業には学生証を必ず持参し、受付で提示すること 

 各授業終了後に「学びのフィードバック」を全員が提出し、日直は「授業レポート」

を作成し提出すること 

④ちよカレルール 

 授業中のマナー（例：飲食禁止） 

 緊急時の対応 

 配布資料等の著作権・帰属先 

 貴重品の自己管理 

⑤在学にあたって 

 委員会活動について 

 進級及び退学について 

⑥ちよだ生涯学習カレッジ事務局 

 事務局担当者と連絡先について 

 

２．「学びと地域のコーディネーター養成コース」の概要 

 

「学びと地域のコーディネーター養成コース」では「学びと地域のコーディネーター」を

養成する。「学びと地域のコーディネーター」とは学びを軸に地域と地域、人と地域、人と

人とを繋ぐ役割を担う人である。本コースでは、千代田区内において学びをベースにコミュ

ニティの形成に関わる実践力を身に付けることを目的とする。  
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（１）コース長 

笹井宏益 氏 

（就任時は文部科学省国立教育政策研究所総括客員研究員、現在は玉川大学学術研究所教授） 

 

（２）講師（五十音順） 

 大学講師、千代田区関係者および各専門機関の研究者、各地でさまざまな活動をしてい

る諸団体の代表など、学びと地域に関わる多種多彩な方々にご登壇いただく。 

 猪熊純氏（首都大学東京都市環境学部助教/第 1期） 

 宇於﨑克也氏（日本大学理工学部教授/第 2期） 

 金城敦彦氏 

（一般社団法人大手町･丸の内･有楽町地区まちづくり協議会事務局長/第１・2期） 

 笹井宏益氏（玉川大学学術研究所教授/第 1・2期） 

 佐々木浩一氏（アーツ千代田 3331 アドミニストレーションマネージャー/第 2期） 

 佐藤一子氏（東京大学名誉教授/第 1・2期） 

 清水昌代氏（ちよだボランティアセンター長/第 1・2期） 

 高井正氏（立教大学学校・社会教育講座特任准教授/第 2期） 

 中村政人氏 

（東京藝術大学美術学部教授/アーツ千代田 3331 統括ディレクター/第 1期） 

 成瀬友梨氏（東京大学大学院工学系研究科助教第 1期） 

 平川景子氏（明治大学文学部教授/第 1期） 

 山西優二氏（早稲田大学文学学術院教授/第 1・2期） 

 区関係機関・団体職員 他 

 

（３）カリキュラム 

６つの単元（基礎Ⅰ・Ⅱ、専門Ⅰ・Ⅱ、習熟Ⅰ・Ⅱ）の各 6回の授業で構成される。 

 単元 培う力 内 容 

１
年
次 

基礎Ⅰ 

千代田区学・ 

コミュニティ論 

キュレー

ション力 

自分＝個人を見つめ直し、千代田区の特色ある街づくりの事

例を通して、個人と地域の関わり、コミュニティやコーディ

ネートの在り方を考察する。 

基礎Ⅱ 

生涯学習概論 

コーディ

ネート力 

生涯学習、ボランティア、プロボノ、さらにはコーディネー

ト、ファシリテーション、ワークショップについて学ぶ。 

専門Ⅰ 

千代田区の生涯

学習 

分析力 

個々の学びの体験を語ること、聴くこと、ワークショップを

通して、話し合いの基本を学ぶ。参考となる他施設も見学

し、それらを比較・検討し、発表する。 

２
年
次 

専門Ⅱ 

生涯学習特論 
企画力 

1 年次での学びをより実践的に深めるため、ゲストを招き、

モデル事例を考察する。千代田区における生涯学習を基盤と

したコミュニティの捉え方、関わり方を模索する。 
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３．第 1 期生について 

 

（１）募集 

①募集期間 

平成 28年 7 月 5日（火）～8月 19 日（金） 

 

②周知媒体 

 ちよだ生涯学習カレッジ入学募集案内 

区施設等に設置 

 広報千代田 7月 5日号 

 ポスター 

区施設及び区掲示板に掲示 

 チラシ 

マンション連絡会を通して 8月に配布及び区施設等に設置 

 区ホームページ及びＳＮＳ、ちよだ生涯学習カレッジ専用ホームページ 

 プレスリリース 

 

③応募状況 

応募者数は 35 名、内訳は以下のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）選考・入学 

応募者 35名を審査し、35 名全員の入学を決定した。  

 単元 培う力 内 容 

２
年
次 

習熟Ⅰ 

実習 
遂行力 

オープンカレッジでのイベントを、学生自ら主体的にグルー

プを組み、企画立案から運営までを行い、個ではなくグルー

プでできること、グループで成し遂げる力を養う。 

習熟Ⅱ 

演習 
発信力 

一人ひとりが、自分で探した課題について発表し、質疑に答

えるゼミ形式の授業を通じて、学びを深めていく。 

年齢 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 合計 

人数 1 5 2 18 8 1 35 

区分 在住 在勤 合計 

人数 23 12 35 
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（３）授業の日程と内容 

   原則として水曜日の 19 時～21 時 

 日程 テーマ 内容 

1 平成 28 年 

10 月 5 日（水） 

 

入学式 入学式＆オリエンテーション 

・入学式 

・オリエンテーション 

・プログラム説明、自己紹介 

入学生 35 名のうち 33 名が参加し

た。 

2 10 月 19 日（水） 

 

基礎Ⅰ―1 私、私の生き方 

・自分のキャリアを振り返る 

・今後、地域社会とどう関わっ

ていくのか 

・ライフキャリア 

「生涯学習」と「コミュニティ」の

定義、役割について基礎的な知識

を学習した。 

3 11 月 2 日（水） 基礎Ⅰ―2 地域を考える① 

・建築・まちづくりの観点から

みる 

・各地域の取り組み 

・地域のコーディネーターにで

きることとは？ 

地域活性化において様々なアプロ

ーチや活動の事例から、コーディ

ネーターの果たす役割について考

えた。 

4 11 月 16 日（水） 専門Ⅰ―1 専門Ⅰガイダンス事例研究 

・生涯学習の現場 

グループに分かれて自己紹介や生

涯学習体験について語り合い、体

験施設の候補地についても話し合

った。 

5 平成 28 年 11 月

17 日（木）～平

成 29 年 3 月 22

日（水）の間に受

講 

専門Ⅰ―2 講座見学＆体験 

・個人、もしくはグループでの

見学や体験 

千代田区内の施設（日比谷図書文

化会館の日比谷カレッジ、社会福

祉協議会主催事業など）の見学や

講演会に参加した。 

6 12 月 7 日（水） 基礎Ⅰ―3 千代田学①事例研究 

・現代アートと地域 

・外神田と神田錦町での取り組

みを中心に 

アートを通して千代田区内で展開

している取り組みと、地域住民を

巻き込んだイベントを数多く実施

しる取り組みについて学習した。 

7 平成 29 年 1 月

11 日（水） 

基礎Ⅰ―4 千代田学②事例研究 

・働く人にとってのコミュ 

ニティ 

・大手町丸の内有楽町エリアで

の取り組みを中心に 

景観まちづくりや活性化の取り組

みについて学習した。 

8 1 月 25 日（水） 基礎Ⅱ―1 生涯学習① 

・学び、教育とは 

「学び」と「教育」の定義について

学習した。自分自身のこれまでの

学びについて振り返る作業も行っ

た。 

9 2 月 8 日（水） 基礎Ⅰ―5 千代田学③ 

・千代田区の魅力 

区の担当者からオリ・パラにむけ

た区の取り組みについて学習し、

今後どのように関われるか等話し

合った。 

10 2 月 22 日（水） 基礎Ⅱ―2 生涯学習② 

・21 世紀に求められる学び 

とは 

多様な学びに関する世界の動向、

日本の動向について学んだ。 

11 3 月 8 日（水） 基礎Ⅰ―6 地域を考える② 

・千代田区での課題と取り組み

の可能性を探る 

各自が調べてきた地域の課題をグ

ループ内で発表、共有した。 

12 3 月 22 日（水） 専門Ⅰ―3 振り返り＆探求 

・見学や体験の振り返り 

・自分たちで見学施設研究 

施設見学委員会が選出した６施

設、講師が推薦した２施設につい

て説明し、後日、施設の希望をとっ

た。 
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 日程 テーマ 内容 

13 平成 29 年 4 月

～7 月の間に受

講 

専門Ⅰ―5 施設見学②事例研究 

・グループでの見学 

千代田区内外の施設（アーツ千代

田 3331、千代田図書館など他５箇

所）をグループ毎に見学した。 

14 4 月 12 日（水） 基礎Ⅱ―3 コーディネーター① 

・コーディネーターとは 

コーディネーターとして、自分の

思いを具体化するには知識や情報

収集の技能が必要であることを学

習した。 

15 4 月 26 日（水） 専門Ⅰ―4 施設見学①事例研究 

・社会福祉協議会 

・ちよだボランティアセンター 

センターの役割や機能、ボランテ

ィア団体の支援や活動のサポート

体制や仕組み等について学習し

た。 

16 5 月 10 日（水） 基礎Ⅱ―4 コーディネーター② 

・コーディネーターの専門性と

技術 

グループに分かれて、関心がある

課題について具体的に取り組み、

発表した。 

17 6 月 14 日（水） 基礎Ⅱ―5 ボランティアとプロボノ① 

・今、求められるボランティア

とは 

ボランティアとマネタリー（有償

ボランティア）について学習し、事

例をもとに状況や立場について考

えるグループワークも行った。 

18 7 月 12 日（水） 基礎Ⅱ―6 ボランティアとプロボノ② 

・プロボノの可能性 

ボランティア活動におけるリーダ

ーシップについて、事例をもとに

グループで検討し、発表し共有し

た。 

19 7 月 26 日（水） 専門Ⅰ―6 課題探求＆振り返り 

・見学や体験レポートを共有 

・課題探求 

各施設のレポートを報告し、それ

だけでは読み取れない部分を質問

することによって理解を深めた。 

20 10 月 4 日（水） 習熟Ⅰ―1 オープンカレッジ企画会議①

～テーマ～ 

・オープンカレッジ企画会議① 

「学びでつなごう 地域の輪」を

テーマにグループにわかれて内容

について話し合った。 

21 10 月 18 日（水） 専門Ⅱ―1 専門Ⅱガイダンス事例研究へ

の視点 

・地域とつながるボランティア

活動～事例研究の視点から

～ 

ボランティア活動をする人を取り

巻く環境について学習した。 

22 11 月 1 日（水） 習熟Ⅰ―2 オープンカレッジ企画会議②

～詳細～ 

・オープンカレッジ企画会議② 

広報千代田掲載にあたり、内容、

PR 方法等を話し合った。 

23 11 月 15 日（水） 専門Ⅱ―2 事例研究① 

・自治体の地域づくり政策と企

業の CSR～岩手県遠野市・遠

野みらい創りカレッジの試

み～ 

地域活性化の取り組み、産官学民

の協働のあり方について学習し

た。 

24 12 月 6 日（水） 習熟Ⅰ―2 オープンカレッジ企画会議③

～担当・役割～ 

・オープンカレッジ企画会議③ 

 

広報千代田に掲載する内容につい

て発表、各グループの進捗状況を

共有した。 

25 12 月 20 日（水） 専門Ⅱ―3 事例研究② 

・農村地域を元気にする都市農

村交流～熊本県山都町の地

域おこしと発信～ 

都市と農村の交流と積極的な取り

組みについて事例から学習した。 

以降も実施中  
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４．第 2 期生について 

 

（１）募集 

①募集期間 

平成 29年 7 月 5日（水）～8月 17 日（木） 

平成 29年 8 月 22 日（火）～9月 11 日（月）（二次募集） 

 

②周知媒体 

 ちよだ生涯学習カレッジ入学募集案内 

区施設等に設置 

 広報千代田 7月 5日号 

 ポスター 

区施設及び区掲示板に掲示 

 チラシ 

マンション連絡会を通して 8月に配布及び区施設等に設置 

 区ホームページ及びＳＮＳ、ちよだ生涯学習カレッジ専用ホームページ 

 

③応募状況（２次募集を含む） 

応募者数は 19 名、内訳は以下のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）選考・入学 

応募者 19名を審査し、19 名全員の入学を決定した。また、第 1期生として入学していた 

１名が留年を希望したため、新たに入学した 19名に加え、20 名が第 2期生となった。 

 

（３）授業の日程と内容 

   原則として火曜日 19 時～21 時 

 日程 テーマ 内容 

1 平成 29 年 

10 月 3 日（火） 

入学式 入学式＆オリエンテーション 

・入学式 

・オリエンテーション 

・プログラム説明、自己紹介 

第 2 期生 19 名が参加した。 

2 10 月 17 日（火） 基礎Ⅰ―1 私、私の生き方 

・自分のキャリアを振り返る 

・今後、地域社会とどう関わっ

ていくのか 

・ライフキャリア 

「生涯学習」と「コミュニティ」

の定義を学習し、生涯学習者と

しての生き方を考えた。 

 

年齢 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 合計 

人数 1 3 4 8 1 2 19 

区分 在住 在勤 在学 合計 

人数 11 7 1 19 
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 日程 テーマ 内容 

3 11 月 14 日（火） 専門Ⅰ―1 ガイダンスワークショップ 

・問題意識の明確化と話し合

いの基本 

合意形成のトレーニングを実施

し、多様性を知り、お互い納得し

て物事を進める過程を経験し

た。 

4 11 月 28 日（火） 基礎Ⅰ―2 ちよだを都市として考える① 

・ちよだのまちの成り立ち 

都市計画・コミュニティ・歴史的

視点など「ちよだ」を多角的に捉

え、学習した。 

5 12 月 12 日（火） 専門Ⅰ―2 生涯学習体験 

・自分の生涯学習・ボランティ

ア体験を語り、仲間の体験を

丁寧に聴く 

「聴く」ことの大切さ、会話促進

の「あいづち」を、実際に対話を

通して身につけた。 

6 12 月 26 日（火） 基礎Ⅰ―3 千代田学①事例研究 

・現代アートと地域 

・外神田と神田錦町での取り

組みを中心に 

「アーツ千代田 3331」の事例か

ら、地域と共に発展する仕組み

づくりを学習した。 

以降も実施中 
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Ⅲ 『ちよだ生涯学習カレッジ』の課題の検討           

 

１．２コース目について 

 

１コース目の「学びと地域のコーディネーター養成コース」では、「学びと地域のコーディネータ

ー」としての実践力に重きをおいたコース設定となっている。 

２コース目の検討にあたり、本会議において、各委員から、昨今の訪日外国人観光客の多さ、東

京オリンピック・パラリンピックを視野に入れ、千代田区の魅力の発信やアピールの必要性、その

ための観光分野へのボランティアの誕生・活躍を期待する声が多くあがった。観光分野へのニーズ

に応じ、将来的なボランティアガイドとしての活躍も見据え、かつ、千代田区の都市としての魅力

を内外に発信できる人材として、「千代田まちマイスター」という名称を創設し、このマイスターを

養成するコースを設置する。 

 

（１）「千代田まちマイスターコース」 

 

「千代田まちマイスターコース」では、「千代田まちマイスター」を養成する。「千代田まちマイ

スター」とは、千代田区の地理、歴史、文化などについて学び、まち歩きやワークショップ、イン

タビューなどを通じて、千代田という土地やまちに精通した人である。本コースでは、千代田区と

いうまちの知識や教養を高め、まちの特性や構成要素を調査研究し、そこから新たな価値を見つけ、

創造し、発信する力を身につけることを目的とする。 

 

※「マイスター」という言葉について 

 マイスター制度はドイツ発祥の職能訓練制度。マイスターは「巨匠」や「親方」という

意味で使われる一方、ある分野について学習し、精通した人への資格として使われること

も多い。 

 

（２）カリキュラム構成（案） 

 

基礎Ⅰ「千代田区学・コミュニティ論」（自分＝個人と地域、千代田区） 

基礎Ⅱ「生涯学習概論」（生涯学習入門、大人の学び合い） 

専門Ⅰ「シンボリックにみる千代田のまち」（概要・総論） 

専門Ⅱ「メディア的にみる千代田のまち」（各論・トピック） 

習熟Ⅰ「千代田のまちを実践する」（実践・フィールドワーク） 

習熟Ⅱ「千代田まちマイスターへの道」（プレゼン・成果発表） 

 

基礎Ⅰ、Ⅱは「ちよカレ」の共通科目と位置づけ、「学びと地域のコーディネーター養成コ

ース」と共通授業とする。ただし、授業内容・運営の観点から別々の授業となる場合もあ

る。 

 

http://www.weblio.jp/content/%E3%83%89%E3%82%A4%E3%83%84
http://www.weblio.jp/content/%E3%83%89%E3%82%A4%E3%83%84
http://www.weblio.jp/content/%E8%81%B7%E8%83%BD%E8%A8%93%E7%B7%B4
http://www.weblio.jp/content/%E8%81%B7%E8%83%BD%E8%A8%93%E7%B7%B4
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２．卒業後の展望について 

 

平成 30 年 7 月に初めての卒業生を送り出すにあたり、「学び

と地域のコーディネーター」として認定を受けた卒業生が地域

でデビューするまでの支援のしくみについて検討を重ねた。そ

の結果、卒業生の主な活躍の場として考えられるのは、「A：ち

よカレサポーターへの登録」、「B：人材バンク登録」、「C：千代

田区内でのデビュー」となった。また、その具体的な内容につ

いて検討を重ねた結果、以下のようになった。 

 

（１）A：ちよカレサポーターへの登録 

ちよだ生涯学習カレッジの運営に参画し、学生や卒業生と交流をする。 

① 在校生サポート 

クラスチューター的存在として支援を行う。「ちよカレ」の各種委員会やイベント（オープンカ

レッジなど）にファシリテーター的な役割として参加する。 

② ちよカレ生同士のつながり 

卒業後も「ちよカレ」のつながりを生かせる場や同窓会のような企画など、ちよカレ生をつな

ぐ役割を担う。 

③ 情報受発信 

情報の収集や、「ちよカレ」ホームページの在校生ページ、フェイスブックの原稿を作成する。 

 

（２）B：人材バンク登録 

生涯学習を行う区民を援助するため、ボランティア・プロボノの「学びと地域のコーディネー

ター」として人材バンクに登録し、制度を活用する。 

① 人材バンク登録 

生涯学習団体からの求めに応じて、「学びと地域のコーディネーター」として紹介を受ける。 

② 人材バンク活用講座の開催（講師応援型） 

人材バンク登録者（講師）自らが企画した企画案を九段生涯学習館で募集する。選考を通過し

た場合には、「人材バンク活用講座」として、90 分程度の講座を 1～3 回、九段生涯学習館の

講座として開催される。自らが講師として、講座の企画から実施に至るまで携わる。 

③ 区民自主企画運営講座の企画（サークル活動応援型） 

千代田区在住・在勤・在学者 5名以上で構成する団体を対象に九段生涯学習館で募集する。企

画案が選考を通過した場合には、「区民自主企画運営講座」として、120 分程度の講座を 3～5

回、九段生涯学習館の講座として開催される。団体自らが講師として活躍することも、企画運

営のみを行い講師派遣を依頼することも可能。 

 

（３）C：千代田区内でのデビュー 

「学びと地域のコーディネーター」としてデビューし、活躍する。千代田区生涯学習連絡会を

活用し、事務局は生涯学習施設及び関係機関等と相互連携する。そこで得た千代田区で公募する

イベントや会議体の委員募集などの情報を、事務局が提供する。それらの情報を生かして応募し、

自らにあったデビューをする。 

① 事業や区政への企画や提案   

千代田まちづくりサポート、区政モニターなど 

② 千代田区の附属機関や協議会などの委員 

地域温暖化対策推進懇談会委員、生涯学習推進委員会議委員など 

③ ボランティアとして地域と連携・貢献 

おもてなしボランティア、福祉まつりボランティア、日曜青年教室ボランティアなど  

Ａ 

Ｂ Ｃ 
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○デビューまでのイメージ（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選考に通過すれば、九段生涯学

習館の講座として開催される。 

【活躍の例】 

○在校生サポート 

〇ちよカレ生同士のつながり 

〇「ちよカレ」の情報発信 

 

人材バンクに登録 

学びと地域のコーディネーター 

（新設検討中） 

区民自主企

画運営講座

への応募 

サークル活

動応援型 

〇事業や区政への企画や提案 

〇千代田区の附属機関や協議会 

などの委員へ申込 

〇ボランティア・プロボノとし

て地域と連携 

 

 

デビュー 

 

デビュー 

 

デビュー 

 

A：ちよカレ運営への参画 B：人材バンク制度の活用 Ｃ：千代田区内でのデビュー 

ちよカレサポーターへ登録 

事務局から募集情報を入手 

千代田区生涯学習連絡会 

千代田区内生涯学習施設及び 

関係機関と相互連携して情報収集 

人材バンク

活用講座 

への応募 

講師応援型 

新設検討中 

九段生涯学習館へ 

【活躍の例】 

○千代田まちづくりサポート

へ企画案を応募 

〇日曜青年教室ボランティア

スタッフ 

 

 

デビュー 

 

求めに応

じて紹介

を受ける 

認定「学びと地域のコーディネーター」 



15 

 

Ⅳ 学びを紡ぎ地域を結ぶネットワークづくり         

 

１．千代田区生涯学習連絡会 

 

第 11 期テーマである「学びを紡ぎ地域を結ぶネットワークづくり」を推進するため、また、

ちよだ生涯学習カレッジ卒業生が学習の成果を地域で生かすための仕組みづくりに寄与する

ことを目的に、千代田区生涯学習連絡会を開催した。 

 

（１）第 5回会議 ： 「千代田区生涯学習連絡会の設置に向けた準備会」の実施報告 

① 実施日 平成 29年 1月 19 日（木） 

② 内 容  

生涯学習機関や関係機関による情報の共有化を通し、生涯学習ネットワークの構築をめ

ざすため、平成 29 年度に「千代田区生涯学習連絡会」を設置の予定である。千代田区生涯

学習連絡会に向けた準備会では、設置者、事務局、設置目的について概要説明を行った。 

また準備会では、居住人口の増加等により地域コミュニティが変貌しつつある中、新住

民に地域との関わりを持っていただくきっかけの一つの手段として、生涯学習が良いツー

ルになる等の意見があった。 

 

（２）第 7回会議 ： 「千代田区生涯学習連絡会設置要綱(案)」の提示 

① 内 容 

  事務局より、千代田区生涯学習連絡会設置要綱（案）を提示し、設置目的や構成団体所

掌事項等について説明を行った。また、平成 29 年 9 月 15 日（金）開催前にちよだ生涯学

習カレッジ卒業生の活躍できる可能性がある場や連携・協力を図りたい事業等について、

アンケート調査を行い情報収集していく等を報告した。 

② 推進委員の意見 

・開催数「年 1回以上」では、開催に消極的に見える。 

⇒別の会議で「年 2回」と決めて、形骸化してしまっているものがある。状況に応じて柔

軟に対応できるようにこのような表記にした。 

・たくさんの機関が集まるので、部署や行事紹介で終わらないようにしてもらいたい。交

換した情報を活用していくために、事前準備をしっかりする必要がある。 

・時季限定のイベントもあり、年間を通じて各機関の情報を把握する必要がある。 

・学社連携の視点から、直接の学校関係者が入っていたほうがよい。 

⇒構成団体は、連絡会の進展を見据えて拡充する方向で検討していく。 

・「千代田区『定期』連絡会」と「定期」を入れてみたらどうか。 

⇒「千代田区生涯学習連絡会」でスタートする。 
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千代田区生涯学習連絡会設置要綱 

 

 （目的） 

第１条 この要綱は、千代田区生涯学習連絡会（以下「連絡会」という。）を設置し、

連絡会を通じて生涯学習施設及び関係機関等（以下「学習施設等」という。）の相互

連携の体制を構築することにより、千代田区内に集積する生涯学習の資源等の有効活

用を図り、もって千代田区における生涯学習の振興に資することを目的とする。 

 （構成団体） 

第２条 連絡会の構成団体は、別表のとおりとする。 

（所掌事項） 

第３条 連絡会の所掌事項は、次のとおりとする。 

(１) 学習施設等における生涯学習の資源等の情報交換に関すること。 

(２) 連絡会の構成団体が協力して実施する事業に関すること。 

(３) 前２号に掲げるもののほか、連絡会が必要と認める事項に関すること。 

（開催等） 

第４条 連絡会は、年１回以上開催するものとする。 

２ 連絡会は、地域振興部生涯学習・スポーツ課長が招集する。 

３ 連絡会は、必要に応じ、構成団体以外の団体の者を出席させることができる。 

（事務局）  

第５条 連絡会の事務局は、地域振興部生涯学習・スポーツ課に置く。 

（その他） 

第６条 この要綱に定めるもののほか、連絡会の運営に関し必要な事項は、その構成団

体の協議により定める。 

 

附 則 

この要綱は、平成 29 年８月 18 日から施行する。 

 

別表（第２条関係） 

 

区分 名称 

 

民間 

事業者 

アーツ千代田３３３１ 

社会福祉法人千代田区社会福祉協議会 

公益財団法人まちみらい千代田 

一般社団法人千代田区観光協会 

 

公的機関 

千代田区立千代田図書館 

千代田区立日比谷図書文化館 

千代田区立九段生涯学習館 

千代田区立スポーツセンター 

 

 

行政 

教育委員会事務局子ども部指導課 

教育委員会事務局子ども部児童・家庭支援センター 

地域振興部コミュニティ総務課 

千代田区役所麹町出張所、同富士見出張所、同神保町出張所、同神田

公園出張所、同万世橋出張所、同和泉橋出張所 

地域振興部生涯学習・スポーツ課 
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（３）第 8回会議 ： 平成 29 年度「千代田区生涯学習連絡会」の実施報告 

 報 告 

① 実施日 平成 29年 9月 15 日（金） 

② 議 題 ・千代田区生涯学習連絡会の目的について 

・出席者自己紹介（生涯学習施設及び関係機関等の担当者計 16 名） 

・千代田区生涯学習連絡会に関するアンケート結果について 

・情報交換                    

③ アンケート結果 （全 19 機関） 

    ▽地域活動に参加する人の受け入れ 

  ・可能性がある 11機関 /可能性はない 2機関 /どちらともいえない 6機関 

    ▽生涯学習活動に生かせる他の機関と連携・協力 

  ・図りたい 7機関/検討中 3機関/不明または未記入 9機関 

    ▽意見等 

  ・年 4回程度の定期的な開催を希望 

・出張所の参加は代表して 1所のみでよいと思う 

・MIW も構成団体に加えてほしい 

・地域の声、要望を聞き、会場提供を含めどのような関わりをもてるのか検討したい 

④ 情報交換 

・かがやき大学には多くの高齢者が受講している。チラシ配布の際には活用頂きたい。 

・類似の事業を行っている機関とは、年間計画立案の際、日程調節や内容等について事

前に調整して連携していきたい。 

⑤ 事務局から 

・「学びと地域のコーディネーター」としてどのようなスキルやポテンシャルを発揮して

くれるのかわからない、という意見があった。具体的にカレッジ卒業生の参画を考え

てもらう上では、卒業生の能力についてもう少し見える化が必要である。 

・今後、地域の意見やニーズをどのように情報収集してフィードバックしていくか、連

絡会の回数を重ねながら深めていきたい。 

 

 推進委員の意見（実施報告を受けて） 

・「出張所の参加は代表して 1 所でよいのではないか」という意見について、出張所は

「区内 6 出張所の代表」として捉えている可能性がある。出張所は「町会等の各地域

をとりまとめる出張所」として出席してもらいたい旨を、改めて説明する必要がある

のではないか。 

・「ちよカレ」の学生の中で町会との関わりがある方はどれくらいいるのか。「ちよカレ」

と町会をつなぐ役目を出張所に果たしてもらいたい。 

⇒町会をテーマに挙げている学生は何人かいる。 

世代交代や新旧住人との問題を解決できるようなコーディネーターを養成していき

たい。 
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２．学びを紡ぎ地域を結ぶネットワーク 

 

（１） 「学び」のネットワークを紡ぐ意義 

 

言うまでもなく、ネットワークとはある目的のために多様な人や組織をつなげる仕組みであ

り、これを織物に例えれば、縦糸と横糸の交差によって織りなされた形状を意味することにな

る。 

そのネットワークを織りなす「縦糸」とは、「学び」が発展的に進められるよう、学んだこと

を更なる学びにつなげたり、その成果を地域活動に生かしたりすることができるような側面で

ある。一方、その「横糸」は、「学び」に係る特定の目的に向けて、多様な「学び」の場を活用

し、また学習事業提供者などが異なる角度からその場を提供することを言う。また、地域活動

を「学び」の場として捉えれば、地域と学習の場との往き来の過程ということになる。 

ところで、「学び」は様々な形態で行われ、生涯学習分野については、個人学習、グループ学

習、施設利用学習(図書館利用など)、講座などの学習事業参加などによって行われている。ま

た、学習の場は、区役所など公的機関や民間学習事業所、民間企業、ボランティアセンターな

ど実に多様である。しかし、そうした「学び」は縦糸で結ばれていないと、学習が深まりにく

かったり、学習成果を生かす場がなかったりする。また、それが横糸で結ばれていないと、学

習の幅が狭くなり、あるいは、学習の事業が競合したり、あるいは必要な学習事業が実施され

ないままであったりすることがある。 

そうした実情を踏まえると、「学び」のネットワークには、「埋める」「正す」「創る」という 3

つの機能が期待されるのである。「埋める」とは、必要な「学び」やその「場」がない場合には

そうした「学び」を設定し補充することを意味する。「正す」は同じような内容の「学び」が競

合している場合には、これを検討し直して、他の「学び」の場に切り替えるなどして補正する

ことである。そして、「創る」とは新たな「学び」の形態・方法や内容を生み出すことや「学び」

の成果を地域に生かす方途を設けることなのである。これら 3 つの機能を果たすためには、ネ

ットワークには、主体間の情報交換・共有、相互補完(主体が他者のために協力すること)、協

働(複数主体が一つを協力して取り組むこと)が行われる必要がある。 

 

（２） ネットワークにおける「ちよカレ」の位置 

 

 以上のようなネットワークの中で、「ちよカレ」がどのような位置を占めるのか。まず、「学

びと地域のコーディネーター養成コース」は、これまでの学習を発展的に学ぶ場となり、また

卒業後には更なる「学び」やコーディネーターとして地域活動を担う人材養成という点では「縦

糸」の位置を占める。 

そして、在学中には、地域活動や他の「学び」の場を活用しながら、深い「学び」を展開する

ための拠点になるという意味で「横糸」に位置づく。その意味で、「ちよカレ」は「学び」を完

結する場ではなく、多様な「学び」を展開するための拠点(ハブ)になると言ってよい。「ちよカ

レ」は 2年間 36 回の授業が組まれているが、学生にはその間に地域活動を含む他の「学び」に

つなげていくことが期待されるのである。
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（３） ネットワークづくりに果たす「ちよカレ」の役割 

 

以上のように捉えると、ネットワークづくりに果たす「ちよカレ」の役割は、以下の点にあ

ると考えられる。 

 

①「埋める」視点 

今、あるいは今後必要とする「学び」を随時取り入れていくことである。今回の本報告書で

は千代田区の新たな魅力を発見し、これを発信する人材の養成を提言したところであるが、

このコースの設置が「埋める」ことだと言える。今後、新たなコースの設置をし、さらに埋

めていくことも考えられる。 

②「正す」視点  

1 コース目で養成される「学びと地域のコーディネーター」は、学習の場などが断絶されが

ちな実情を「正す」ための役割を担う。こうしたコース設置以外にも、「ちよカレ」が「学

び」の競合等を調整し、多様な「学び」に関わる情報発信を行うことも今後期待されてくる。 

③「創る」視点 

1 コース目の「学びと地域のコーディネーター」や 2 コース目の「千代田まちマイスター」

は、新たに創られる千代田区独自の資格になる。今後、そうした資格にこだわらず、「学び」

を促し、発展させるためのインセンティブになる「仕掛け」づくりを進める役割を果たすこ

とが求められるであろう。 

 

 以上の 3つの視点には、ネットワーク内の情報交換や相互補完、協働を要することになるが、

「ちよカレ」にはこれらの視点を踏まえつつ、「学びを紡ぎ地域を結ぶネットワーク」の縦糸と

横糸をうまく織りなす役割が期待されるのである。 
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Ⅴ 今後の課題と展望                    

 

 今期の生涯学習推進委員会議の主たる目的は、「ちよカレ」の在り方自体の協議というよりも、区民

による縦横の学びをいかに紡いて織りなし、これを地域に結びつけるための仕組みの在り方を検討する

ことであった。そのための一つの方策として「ちよカレ」の卒業生のフォローと新たなコースづくりに

ついて協議してきたところである。そうした意味で、「ちよカレ」の今後の在り方を含めた千代田区に

おける生涯学習のネットワークづくりについて、今後の課題と展望について最後に述べておきたい。 

  

（１）学習情報提供の工夫 

学びを紡ぐためには、まず多様な学習情報が不可欠になる。情報提供は「流し素麺」に例えられ、い

くら情報という名の素麺を筒に流しても、箸(パソコンや情報端末)を持っていない人は食べられず、食

欲のない人(その時に学習意欲が高くない人)は見過ごしてしまう。また、よそ見していれば(多忙であ

ったりする人)、そのまま素麺は流れてしまう。情報の流し手と受け手のタイミングが大事である。 

そこで、箸を持たない人でも素麺がすくえるように、多様な媒体で情報を提供し、食欲のない人でも

食欲がわくような演出、すなわち情報コンテンツの魅力化などが必要だろうし、また情報を見逃さない

よう、できるだけ長期間にわたって情報を提供していくのである。そして、区内の「学びの機会と場」

を集約し、一元的に提供していくような仕組みの構築が課題になろう。 

 

（２）学びのコンシェルジェの養成 

これまで、地域における学びのコーディネーターの必要性を指摘きたところだが、その役割は「ちよ

カレ」の「学びと地域のコーディネーター」養成コースの卒業生に期待されている。その「学びと地域

のコーディネーター」は「学び」を紡ぎ、地域に結びつける役割を担う。これに加えて、何を学び、ど

こで学び、どう学ぶかという情報を掴んでいない人や学習上の課題を抱えている区民等に対して、多様

な要望に応える「学びのコンシェルジェ」の存在が求められるであろう。 

そこで、「ちよカレ」卒業生がコンシェルジェにふさわしい人材として活躍できるよう研究生に位置

づけることも検討されてよい。そして、研究生期間終了後には生涯学習館などで活動してもらい、また

「学びと地域のコーディネーター」に対するアドバイザー役も担うようにすることも考えられる。 

 

（３）千代田区生涯学習連絡会の充実 

区内生涯学習施設及び関係機関から成る千代田区生涯学習連絡会は、学びの情報を収集・調整してい

くために大きな役割を果たすことになろう。関係部署の所管を超えて、多様な学びの情報を縦と横に紡

ぎ、これを施策に生かすための重要な場になるはずである。今後は「学びと地域のコーディネーター」

や民間事業所の関係者も交えて、さらに会議も充実を図ることが課題になる。現時点では試行的に進め

られているが、会合を重ね、千代田区における生涯学習の在り方を実質的に検討し、「学びを紡ぎ地域

を結ぶネットワーク」づくりに資するような活動を期待したい。 

 

本生涯学習推進委員会議は、これまで学びのコーディネーターの在り方を検討し、その配置等につい

て提言してきたが、この度「ちよカレ」の開設によって第１期卒業生が区内外に学びのコーディネータ

ーとして活躍していくことになる。その結果、学びのネットワークづくりは徐々にではあるが、現実味

を帯びてきたところである。しかしながら、区内でコーディネーターとして活躍できる場には限りがあ

り、その結果、コース受講者数の減少も見込まれる。 

そこで、そうした状況も想定しながら、「ちよカレ」では２コース目以降もコースの内容を検討し、

様々な学習ニーズを持つ区民(在勤を含む)の期待に応えるようにするとともに、将来的には区外在住者

の受け入れを検討していけば、学びのネットワークは千代田区を同心円とした形で区外にも広がってい

くことになろう。そうしたネットワークの広がりは、区民自身も区外からも学びの刺激や情報を得るこ

とになり、結局は区民の学びを豊かにすることにつながるものと思われる。 

そうした意味での「学び」の広がりを期待して、本報告書の「おわり」に代えたい。
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第 11期千代田区生涯学習推進委員会議 開催経過 
 

開催回 開催日 主な議題 検討内容・決定事項など 

第 1回 平成 28 年 5 月 20 日  委嘱状交付 
 区長挨拶 
 会長及び副会長の選任 
 第 10期報告書について 
 会議スケジュールについて 
 「ちよだ生涯学習カレッジ」の募集
（案）とカリキュラム（案）について 

 会長に佐藤委員、副会長に前田委員を
選任 

 委員の自己紹介・生涯学習との関わり
等について発表 

 報告書を用い、(仮称)生涯学習大学に
ついての検討内容を確認 

 事務局からの案に対する検討 

第 2回 7 月 21日  「ちよだ生涯学習カレッジ」入学
募集開始の報告 

 「ちよだ生涯学習カレッジ」2 コー
ス目の学科について 

 募集広報の方法について意見交換 
 
 2コース目の素案をもとに、テーマやキー
ワード、アイディアについて意見交換 

第 3回 9 月 2 日 
 「ちよだ生涯学習カレッジ」ハンド
ブック（案）について 

 「ちよだ生涯学習カレッジ」学びと
地域のコーディネーター養成コー
ス第 1期生募集結果の報告 

 「ちよだ生涯学習カレッジ」卒業
後の展望について（説明） 

 事務局からの案に対する検討 
 
 第 1期生の年齢等構成について確認 
 
 卒業後の展望について、事務局から 3
つの可能性について説明 

第 4回 11 月 25 日 
 「ちよだ生涯学習カレッジ」卒業
後の展望について（検討） 

 「ちよだ生涯学習カレッジ」入学
式開催と第 3 回目までの授業の
報告 

 「千代田区生涯学習連絡会の設
置に向けた準備会」について 

 活動の可能性について、意見交換 
 
 第 1期生の現状について報告 
 
 連絡会の設置に向けた準備会につい
て、開催予定の説明 

第 5回 平成 29 年 2 月 7日  「ちよだ生涯学習カレッジ」2 コー
ス目の学科について 

 「千代田区生涯学習連絡会の設
置に向けた準備会」報告 

 今期後半のテーマについて 

 2 コース目の考え方と名称について検討 
 
 準備会の実施結果について報告 
 
 テーマについて自由意見 

第 6回 5 月 19日  「ちよだ生涯学習カレッジ」2 コー
ス目の学科について 

 「ちよだ生涯学習カレッジ」第 1期
生の現状報告 

 「ちよだ生涯学習カレッジ」第 2期
生の募集について 

 今期後半のテーマについて 

 2コース目の名称が「千代田まちマイスタ
ーコース」に決定 

 第 1 期生の現状の報告と、欠席者につ
いて意見交換 

 第 2 期生に配布予定の資料や募集広
報について意見交換 

 今期後半のテーマが「学びを紡ぎ地域を
結ぶネットワークづくり」に決定 

第 7回 8 月 2 日  「ちよだ生涯学習カレッジ」第 2期
生の募集状況について 

 「千代田区生涯学習連絡会」設
置要綱（案）について 

 「ちよだ生涯学習カレッジ」認定
「学びと地域のコーディネーター」
卒業後の展望について 

 第 2 期生の募集状況と募集広報につい
て意見交換 

 連絡会の設置について意見交換 
 
 3 つの可能性をもとに、意見交換 

第 8回 10 月 20 日 
 「ちよだ生涯学習カレッジ」につい
て報告 

 「千代田区生涯学習連絡会」の
実施報告 

 「学びを紡ぎ地域を結ぶネットワ
ークづくり」について自由討論 

 第1期生の進級状況と第2期生の入学
状況について報告 

 連絡会の実施報告に基づいて、意見交
換 

 ちよカレ内や企業や地域とのネットワーク
について議論 

第 9回 12 月 19 日 
 「学びを紡ぎ地域を結ぶネットワ
ークづくり」について最終討論 

 今期の報告書の作成について 

 ネットワークづくりのために必要となる卒
業生自身の希望や地域の需要について
議論 

 報告書の構成案と今後のスケジュール
の確認 

第 10 回 平成 30 年 3 月 16 日  第 11期報告書を区長へ提出 
 区長と意見交換（懇談） 
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生涯学習推進員会議だより『エポック』 

 
 

 

 

 

 

 

 

生涯学習推進委員会議で話し合われた内容を、 

『エポック』として発行しています。 

 

発行：平成28年7月～平成30年2月 

（No.96～104） 
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第１１期千代田区生涯学習推進委員 

     任期 ２８年５月～３０年３月  敬称略   

会長 ※佐藤 晴雄(日本大学文理学部教育学科教授) 

副会長 ※前田 耕司(早稲田大学大学院教育学研究科教授) 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

服部 元(御茶の水美術専門学校副校長) 

松井 千恵子(昌平評議会ｺﾐｭﾆﾃｨｽｸｰﾙ運営委員会) 

鈴木 やす代(千代田区障害者共助会) 

武藤 祐子 千代田区社会福祉協議会 

      ちよだボランティアセンター長 

安田 郁子(千代田区文化芸術協会 副理事長) 

※藤井 敬子 (千代田区スポーツ推進委員協議会)  

※木村 由香(千代田区青少年委員会) 

※吉田 和仁(和洋九段女子中学校高等学校教頭) 

※淺川 宏(千代田区立お茶の水小学校校長) 

丸山 輝(公募区民) 

杉森 一恵(公募区民) 

※は社会教育委員兼任 

                                                     エポック No．９６   

                                                      ～ 千代田区生涯学習推進委員会議だより ～            

    平成２８(2016)年７月 発行 

 

           

 
         

  

平成２８年５月２０日、第１１期千代田区生涯学習推進委員１３名が区長より委嘱され、第１回の生涯学

習推進委員会議が開催されました。 

会長には日本大学文理学部教授の佐藤晴雄氏、副会長には早稲田大学大学院教育学研究科教授の

前田耕司氏が就任されました。第１１期の第１号である今号は、７月５日に募集開始となりました「ちよだ

生涯学習カレッジ」の概要等をご案内いたします。 

 石川区長 挨拶  

      第１１期の生涯学習推進委員会議の発足に

あたりまして、一言ご挨拶申し上げます。私が関わって

から８年でございますが、生涯学習というものを学校教

育というフィールドだけで考えるのではなく、もっと幅広

い枠組みのなかで考えるべきだと思います。あるいは

社会教育と言う言葉がありますが、それをより幅広く考

えるべきだという思いがありまして、区の教育委員会か

ら区長部局のほうに所管を移してこの生涯学習推進委

員会議をスタートして、現在に至っているわけでござい

ます。今期の最大の議論は、第９期、第１０期の答申に

ございました「生涯学習大学の創設」とその内容の肉付

けということになるかと思いますので、重ねてお願いを

したいと思います。特に今の時代は、生涯の学びこそ

青春であると私は思っており、社会的に見てもそのニー

ズは非常に多いと思います。学びというのは主体性が

重視されますから、学ぶことによってそれを自分の問題

として地域や社会にどういった形で自分を生かしていく

かが重要になって参りますので、その中身をお進めい

ただくことをお願い申し上げ、私からの挨拶といたしま

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

第１１期千代田区生涯学習推進委員会議がスタートしました。 
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会長・副会長就任の挨拶  

◆佐藤会長 

日本大学の本部は千代田区ですが、世田谷キャンパ

スで社会教育・生涯学習を担当しています。生涯学習推

進委員会議には第８期から委員を務めております。 

一般的な生涯学習の事業は、１０回程度を一区切りと

して終えることが多いのですが、これから開校される「ち

よだ生涯学習カレッジ」は、２年間と言う長期にわたる学

習の機会を提供してきます。そこでは、今後、「人材養

成」ということが課題になろうかと思います。新たに加わ

れた委員の方々にも刺激を与えて頂きながら今後の進

行を務めたいと思います。よろしくお願いいたします。 

◆前田副会長 

私はこの会議は初めてでございますが、これから

いろいろと学ばせて頂きたいと思います。 

社会教育・生涯学習につきましては、佐藤先生の

方が本流で、私の方は少々マニアックな研究をこれ

までやってきております。社会教育の国際化の問題

について興味を持って、オーストラリアとかイギリスの

ことについてやっております。 

微力ながら、千代田区の社会教育・生涯学習の発

展に少しでも貢献できたらと思っております。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ちよだ生涯学習カレッジ」の入学募集（案）について  ※事務局より 

 

■第１１期生涯学習推進委員会議の主な検討内容 

 ～第１０期の報告書を踏まえ、第１１期の会議における主な検討事項について確認がなされました～ 

〇平成２８年１０月５日に入学式を予定している「ちよだ生涯学習カレッジ」開校に向けた 

課題整理 

〇「ちよだ生涯学習カレッジ」の管理運営に関する点検・評価 

〇「ちよだ生涯学習カレッジ」の２コース目の学科について 

〇卒業生が「学びと地域のコーディネーター」として地域で活躍できるしくみについて 

〇千代田区における生涯学習ネットワークづくり 

●募集コース                             ●定員 

「学びと地域のコーディネーター養成コース」          ３０名 

●キャンパス                             ●授業料 

区全体がキャンパスとなり、見学や体験などを行う。     年間 1 万円(２年間で２万円) 

講義の授業は主に「千代田区立九段生涯学習館」      ●開校・入学式 

●授業                                 平成２８年１０月５日（水） 

２年間で３６回 

講義形式以外に、生涯学習やボランティアの 

現場見学や体験、ワークショップなどの多様 

な方法を取り入れる。 
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＜質疑応答・意見交換など＞ 

 

 

＜調整中の事項について＞ 

前期から引き続き調整中の事項について検討した結果、以下の内容を決定し、入学募集案内に反映しました。 

 

♪生涯学習推進委員の役割について♪ 

〇生涯学習推進委員は、生涯学習施策の効果的な推進を図るため、平成８年４月に発足した制度であり、学識

経験者・生涯学習関係団体代表者・区内の学校長・公募の区民から構成され、生涯学習推進委員会議で検討

した事項について、区に対して意見や提言を行っています。 

〇第１１期の任期は平成３０年３月までの２年間で、全１０回(年間５回程度)の会議を予定しています。 

〇授業料について 

【質問】  

区のバウチャー制度は適用されるのか。 

【回答】 

バウチャー制度の対象に、当カレッジのメニューは入

れていないため適用はされない。 その旨は「ちよだ

生涯学習カレッジ」ＨＰ内、「よくあるご質問」に掲載す

る予定。 

〇卒業要件について 

【意見】 

学生のモチベーションを向上させるために、「これを乗

り越えるとコーディネーターになれるのだ」という動機

づけが必要だと思う。 

 

〇在勤・在学者への募集案内周知について 

【質問】 

在住者は自宅に届く「広報ちよだ」により募集の確認

ができるが、在勤・在学

者への周知はどのような

ツールを利用していくの

か。 

【回答】 

区のＨＰのみならず、ツイッターやフェイスブックをは

じめとしたＳＮＳ機能等も活用して、情報発信の工夫

をしていく。 

 

①卒業要件について 

・各単元の６回授業のうち４回以上、および全３６回のうち

２８回以上の出席 

・授業における習熟度が一定の水準に達しているとコー

ス長が認めること。 

 

③選考方法(申込み資格)について 

・２０歳以上(２０１６年１０月１日現在) 

・千代田区内在住、在勤、在学 

・２年間継続して学ぶことができ、学習成果を地域活動や

ボランティア活動等へとつなげる意欲のある方。 

②卒業後について 

・千代田区より「学びと地域のコーディネーター」として

認定。千代田区生涯学習人材バンクや当カレッジサ

ポーターに登録し、学習成果を地域で生かせる制度も

用意する。 
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【編集後記】 

第１１期第１回のエポックをお読み頂きありがとうご

ざいました。新たな委員の方々８名をお迎えし、今期もい

よいよスタートを切ることとなりました。 

第１回目の会議は「ちよだ生涯学習カレッジ」の概要確

認、そして１０期から引き継いだ検討事項についても十分

意見を交わすことができ、たいへん有意義な会議となりま

した。 

 委員の皆様には、第２回会議でも熱いご意見、感想をご

期待申し上げております。また、リレー随筆をお引き受け

くださった前田副会長にも心から感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

～編集・発行～ 

千代田区地域振興部生涯学習・スポーツ課 

〒102-8688 千代田区九段南 1-2-1 

  TEL：03-5211-3632 

  FAX：03-3264-1466 

  Email：shogaigakushuu@city.chiyoda.lg.jp 

 

今秋、「ちよだ生涯学習カレッジ」がスタートします。生涯学習を推進するための「地

域のコーデｨネーター」の養成や千代田学など「区民意識」の涵養についての学習を両

輪に、学習の成果を地域貢献に活かすことが「カレッジ」の事業効果として期待され

ます。初年度開講の「学びと地域のコーディネーター養成コース」では、地域づくり

の担い手の育成や地域ボランティアとして活動するために必要な基礎知識やスキル、

心構えを学んだ後、「習得した知識や学習成果を地域社会や市民生活に還元する」とい

う観点にたって、地域貢献やまちづくりなど学習成果を活かす体験がさらなる学習意

欲を育むという、生涯学習の循環の仕組みの構築が目指されているといえます。 

コースでは、地域に一歩足を踏み出してもらうきっかけとなるような地域活動の具

体的な話を聞き、意見交換やグループワークなど参加者との交流を深めながらボラン

ティアとしての基本的姿勢やコミュニケーションへの心配りなどについて学び、地域

デビューにとって必要なモチべーションを仲間で共有することの意義を見いだしま

す。カレッジでの「学び」が人と人をつなげ、やがてこうした人間関係の紐帯は地域

コミュ二ティの再生に向けて千代田の生涯学習の大きな推進力となっていくことでし

ょう。 

 

 

「生涯学習カレッジ」への期待 

                              前田耕司 

今期のリレー随筆は、 

前田副会長からスタートです！ 

リレー随筆 ～NO.１～ 
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エポック No97  

～千代田区生涯学習推進委員会議だより～ 

平成２８（２０１6）年 9月 発行 

 

 

 

 

 

平成２８年７月２１日(木)、第２回千代田区生涯学習推進委員会議が開催されました。 

７月５日より開始された「ちよだ生涯学習カレッジ」の学生入学募集について、募集内容と説明会開催

の報告と意見交換を行いました。さらに、平成３０年から開設となる２コース目の学科等について話し合

いました。 

以下、概要をお伝えいたします。 

 

 

 

 

 

１．募集開始年月日 

平成２８年７月５日(火)～８月１９日（金） 

 

２．広報ツール 

①「ちよだ生涯学習カレッジ」第１期〔2016〕入学募集案内 

②「ちよだ生涯学習カレッジ」ちらし 

③「ちよだ生涯学習カレッジ」ポスター 

④広報ちよだ７月５日号(第２面) 

⑤「ちよだ生涯学習カレッジ」専用ホームページ 

(千代田区ホームページ、千代田区公式フェイスブック・ツイ

ッター、九段生涯学習館ホームページからリンク) 

 

 

 

 

～「ちよだ生涯学習カレッジ」の（chiyoda）と

（college）の頭文字 CC を用いてつながりや

循環を示す輪を表現～ 

※入学募集案内の表紙や専用 HP に掲載 

 

 

 

 

１．日にち 

平成２８年７月２０日(水) 、８月３日（水） 

２．時間 

１９時～２０時３０分 

３．会場 

九段生涯学習館 ３階第一学習室 

４．主な説明事項 

「ちよだ生涯学習カレッジ」開校までの経緯、カレッ

ジの理念や方針、申込み方法、卒業要件、カリキュ

ラムの特徴等。 

 

５．参加者からの主な質問 

・「ちよだ生涯学習カレッジ」がモデルとした他の大学はあ

るのか 

・選考はどのようなかたちで行われるのか 

 

「ちよだ生涯学習カレッジ」入学募集について 

 

説明会について 

第１１期第２回概要報告 

 

３．「ちよだ生涯学習カレッジ」ロゴ

♪  
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平成３０年１０月より開設される２コース目の学科の具体化に向け、第１０期より交わされている検

討経緯の情報共有を行うとともに、事務局より３つの分野の素案を提示し、委員から意見を頂きました。

 

【第１０期の経緯】 

①第５回会議 

（仮称）生涯学習大学の２コース（案）が決定 

・生涯学習コーディネーター養成コース  

・ボランティア養成コース 

 

②第９回会議（１） 

●１コース目が決定 

・学びと地域のコーディネーター養成コース 

 

 

 

③第９回会議（２） 

●２コース目の候補として３つの（素案）が決定 

・おもてなしのコーディネーター（養成）コース 

→千代田区の観光をリードする 

・和のコーディネーター（養成）コース 

 →日本の伝統文化や UNESCO 無形文化遺産で 

ある「和食」を伝える 

・暮らしと地域のコーディネーター(養成)コース 

 →環境・福祉・防災などの暮らしに関わる 

【第１１期：事務局からの（素案）】 

 

２コース目の学科について 

▽おもてなしや観光の分野 

キーワード：「おもてなし」「観光」× 千代田区 

千代田区ならではの何かしらに特化したボランティアガイドが考えられる 

（例）◎江戸城があったことから、江戸に特化したガイド 

    →卒業後、既存の「江戸歴史散歩ボランティアガイド」等で活動 

   ◎大丸有があることから、街歩きに特化したガイド 

    →卒業後、既存の「丸の内ウォークガイド」等で活動   

課   題：千代田区観光協会とどのように絡んでいくか 

▽和文化・日本文化の分野 

キーワード：「和」×「地域」× 千代田区 

知識等の習得だけではなく、皆が元々持ち合わせている知識や技能を活かし、そこから新しい価

値を創造・発信させたい。まずは「衣」「食」「住」に分類 

（例）◎衣・・着物や古典芸能  ◎食・・和食  ◎住・・建築や工芸 

課   題：「和」といっても範囲は多岐にわたるので、どのように特化し魅力を見出していくか 

▽暮らしと地域の分野 

キーワード：「生活」×「地域」× 千代田区 

生活と地域という生活に一番密着したところで環境や福祉、防災などの地域、もしくはどれか一

つの分野に特化させる。 

課   題：生活に密着した部分が多いため、既存の組織やボランティアが存在する。それら関連

する方々との兼ね合いにどのように配慮していくか。 
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○「おもてなしや観光の分野」について、千代田区

には歴史の舞台となる様々な建物もあるので、

「この建物の前には元々何があった」「そこでは

誰がよく歩いていた」といったことを勉強でき

れば魅力的だと思う。 

 

○「和文化・日本文化の分野」について、千代田区

には商業関係の組合がたくさんあるので、そこ

でご商売されている方々と区民とを繋げるコー

ディネーターを養成すれば、カレッジの規模が

大きくなった時に、千代田区の経済的な活性化

にも繋がるのではないか。 

 

○２コース目は「もう少し具体的に活動したい」

という人向けのアプローチなのか。 

  ⇒そこまでは決めつけていない。 

 

○２コースを受講しても１コース受講しても、どち 

らでも良いのか 

 ⇒１人の人が２コースを受講してしまうと、

より多くの方に学んでいただく事が難しく

なるため、現在のところ２コース選択は想

定していない。 

 

○１コースにしても、選択科目のようにして他の 

コースに一部分だけ参加できるようなシステム

があっても良いと思う。 

 

 

 

 

○私は千代田区で生まれ育った区民であるが、

区内に引っ越してきて日が浅い人や在勤者を

主な対象とするのであれば、ぜひ町会の重要

性を学んでいただきたい。例えば防災でも、町

会が核となり活動しており、町会加入をして

初めて防災訓練の存在を知ることもある。そ

こから消防団に入ってみよう

かと考える方も出て来るかも

しれない。 

 

 

 

 

 

 

 

○「おもてなしや観光の分野」

では、未経験者が２年間で３か

国語を習得するのは現実的ではないと思う。そ

れよりも、翻訳アプリなどを駆使しておもてな

しが出来る人材を育成する方が、３か国語以上

を扱えることにも成り得るので効果的である。

また、観光案内の際は日本人同士、日本人と外

国人同士でも、相手を不快にさせない言葉遣い

が基本となる。よって、正しい・美しい日本語

の習得に力を入れるべきだ。 

 

○「暮らしと地域の分野」では、震災などの混乱

した状況下で物事を的確に判断し、コーディネ

ートできる人材を育成出来たら良いと思う。単

なるサークル活動ではなく、知識や技能をきち

んと学んでいくべきである。 

 

 

 

 

 

○「おもてなしや観光の分野」について、半日や

夜間など、限られた観光時間しか持っていない

人向けの観光プランを提供できる人材の養成

をすると良いのではないか。そうすれば、観光

本には書いていないような、生きた観光へと繋

がると思う。 

 

○古典も含めて日本語の部分からしっかり関わ

っていけると、とても良いと思う。 

 

○当カレッジで習得した成果を、書物の上で発信

できるコースにしたらどうか。日本人や外国

人、また、千代田区在住者でもカレッジの事を

知らない人もいる。そういった方々へ広く発信

可能なカリキュラムを組み、卒業後の活動へ活

かしていくのが良いのではないか。 

 

【質疑応答・自由意見など】 
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○最近はお寿司の握り方について学びたがって

いる外国人が大勢いると聞いたことがあるの

で、そういったプランを用意するのも良いと

思う。 

 

○近年、外神田や秋葉原等へ観光で来る外国人

が、「学生ホテルへ宿泊するのが夢だった」と

話していたり、ロボットレストランというも

のに興味を抱いていることを知った。日本人

と外国人では楽しみ方の角度に違いがあると

思うので、おもてなしや観光分野の対象者を

選ぶことは凄く難しいと感じる。 

  →対象者の例外を外国人に限らず、地域の

方でも上記のようなものに関心をお持ちの方

が居るかもしれない。その辺を視点としてい

くのも面白いと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

～編集後記（事務局より）～ 

今号も、お読み頂きありがとうございました。 

主に２コース目の学科について委員の皆様よ

り頂いた多角的なご意見を中心にお送りいたし

ました。今後の検討に向けた良い弾みとなった

と思います。次回の第３回会議では、学則や卒

業後の展望について議論を深めていきます。 

また、リレー随筆をご担当頂いた服部委員へ

心より御礼申し上げます。次回エポックもよろ

しくお願いいたします。 

     

 

 

－リレー随筆 No.2－ 

「千代田区の持つ可能性について」 

             服部 元 

今回、私は千代田区生涯学習推進委員のご

縁をいただくにあたり、改めて千代田区にて

実施される教育の効果について思索を行いま

した。なぜなら、私にとって駿河台は父祖の地

であり、御茶の水美術専門学校は、創立以前は

私の曽祖父、服部廣太郎の私邸だったからで

す。 

日本には、旧くから町内会に代表される地

域ごとのコミュニティーがあり、本来ここが

生涯学習を担ってきました。しかし、情報収集

が容易になった今、人々は社会情勢に左右さ

れながらも移動を繰り返し、従来にない新し

いコミュニティーを形成するようになりまし

た。特に日本の中心である千代田区では、移住

者の集中と拡散が繰り返され、新旧コミュニ

ティーが入り乱れている状況にあると言えま

す。 

ここで、教育に携わる者として、千代田区の

持つ教育の可能性について検討したいと思い

ます。まず、昼間人口が多いことは、複数の人

間が集まりコミュニケーションを促進できる

状況にあることを意味します。次に、多様な職

種や立場の人間が集まっていることは、互い

の価値観を交換し合える機会が存在している

ことを意味しています。そして、移住者の多さ

は、幅広い世代の人間が集まり、互いの体験を

共有できる契機が訪れたことを意味していま

す。千代田区ほど多様性に満ちている地域は

他にありません。私は、生涯学習を通じて千代

田区に縁がある多くの人々が共に学び合い、

人と出会う喜びを何度でも体験できる場にな

るよう願っています。 

 

【編集／発行】 

千代田区 地域振興部 生涯学習・スポーツ課  〒102-8688 千代田区九段南 1-2-1 

TEL：03-5211-3632 ／ FAX：03-3264-1466 ／ Mail：shogaigakushuu@city.chiyoda.lg.jp 
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エポック No９８  

～千代田区生涯学習推進委員会議だより～ 

平成２８（２０１６）年１１月 発行 

 

 

                               

                                     

 

平成２８年９月２日、第３回千代田区生涯学習推進委員会議が開催されました。 

 今回は、「ちよだ生涯学習カレッジ」の応募状況のご報告とともに、かねてより作成していましたカレ

ッジの学則にあたる「ちよだ生涯学習カレッジ ハンドブック（案）」や、学生の卒業後の展望について事

務局から（素案）をお示しするなど多岐に渡る議題を扱いました。 

委員の方々からは活発なご意見・ご感想を頂き、前回同様充実した会議内容となっております。 

以下、議事概要をお送りいたします。 

 

 

 

 

 

●入学生数：３５人   

●選  考：入学願書に基づき選考のうえ、決定した。 

●学生内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 在住 在勤 計  モニターコース参加者 

人数 ２３名 １２名 ３５名  ５名 

 

 

●事務局からの報告 

・３０名の募集のところ、３５名の応募があった。３５名までは本会議において、授業・実習・演習に

支障のないカレッジ運営が可能であると判断した。 

・選考の結果、入学要件に抵触する方は無く、願書に記入していただいた応募動機と作文「あなたにと

って学びとは」のいずれも選考基準を満たす内容であり、全員の入学を決定した。

・学生を年代別にみると、２０代から７０代の方まで幅広い世代の方々の応募があった。

 
第 11 期第 3 回 概要報告 

学びと地域のコーディネーター養成コース第１期（２０１６）募集結果  

 

年代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 計 

人数 １名 ５名 ２名 １８名 ８名 １名 ３５名 

 

性別 

 

男 １名 １名 ０名 ５名 ４名 ０名 １１名 

女 ０名 ４名 ２名 １３名 ４名 １名 ２４名 
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「ちよだ生涯学習カレッジ」の学生生活を送る際の「ちよだ生涯学習カレッジ ハンドブック（案）」の

内容をお示しし、会議の中で質疑応答をお受けしました。その後、委員の方々から頂いたご意見を基に名

称を「ちよだ生涯学習カレッジ 学生生活ハンドブック 2016」と改め、下記概要のもので完成となりま

した。 

※開校初年度ということもあり、今後改定されることも有り。 

    

                                           

 

▼「在学に当たって」 

・当カレッジの基本理念や 3 つの方針を理解し、自発的 

積極的に学ぶこと 

・他の学生の意見や考えを尊重し、異なる価値観を認め 

肯定的に関わること 

 

▼「生涯学習コーディネーター養成コース」について 

・学生証は、本カレッジ生を証明するもの。    

授業には必ず持参し、受付で提示すること 

 ▼「授業」について 

・日  時→教 室 型 19:00～21:00 

（教室型以外はその都度お知らせ） 

・提出物 

全  員→各授業終了後に「学びのフィードバック」 

日  直→毎授業 1名の当番制で「授業レポート」作成 

                          

 

 

●例えばうちの学校の場合、学生生活ハンドブック

と呼ぶものが存在するが、当ハンドブックは何の

ハンドブックと言えば良いのか。 

⇒学生生活のしおりのようなものと考えて頂けれ

ばよいかと思う。(その後、このご意見を基に、名

称を「学生生活ハンドブック」と改称) 

 

 

 

●私が仕事後にカレッジに通学するとしたら、イン

ターネット上でも当ハンドブックの閲覧ができ

ると、受講する側は常に振り返りができるので良

いと思う。 

⇒カレッジの学生専用ページには掲載する予定で

ある。（現在、学生専用ホームページに当ハンドブ

ックを掲載中） 

 ●「学びのフィードバック」や「授業レポート」

といった提出物についても、各人が記載した後

にカレッジの専用ホームページへ掲載し、欠席

者も授業内容が分かるシステムにしたらどう

か。 

⇒WEB 上にどこまで掲載するかは、今後の課題

として検討する。 

●(日直の仕事として)授業レポートを書かせる

意図は何か。 

⇒記録を書くというのも、学びの 1 つだと考え

ている。 

●応募状況を見ると、50 歳以上の方が多く、カ

レッジの継続を考えると年齢の高い方の参加

が多くなると推測する。このハンドブックも、

今後は図式の記載等あれば幅広い年代の方が

見やすいレイアウトになると思う。 

 

「ちよだ生涯学習カレッジ」ハンドブック（案）について 

 

 「学生生活ハンドブック 2016」の主な概要 

▼「ちよカレルール」 

・授業中のマナー(例：飲食禁止)  

・緊急時(例：地震や台風など災害時の対応) 

・配付資料等の著作権帰属先 

・貴重品の自己管理   

 質疑応答・自由意見など 
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学生が卒業後に「学びと地域のコーディネーター」として、どういった活動・活躍の場があるのかを想定し、事務局

より３つの素案を示して説明しました。 

次回以降の会議にて、委員の方々にご意見を賜り、来年度に具体化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

「学びと地域のコーディネーター養成コース」の卒業後の展望（素案） 

 

 

「ちよだ生涯学習カレッジ」において、クラスチューター的存在として在校生

のサポートを行う。 

ちよカレの各種委員会やイベント(オープンカレッジなど)にファシリテータ

ー的な役割として参加する。 

利 点：カレッジ事務局内で決定できる点 

課 題：登録人数が多い場合、活躍の機会が減る 

 

現存の生涯学習人材バンクを見直し、拡充する。生涯学習講師のみの登録・紹

介制度ではなく、「学びと地域のコーディネーター」として講師が出来る方の登録・照

会を可能にする。 

※人材バンク制度とは・・・専門的知識や技能を持つ方を指導者として予め登録し、

区内の団体・サークルなどの求めに応じ、紹介する制度。平成 27 年度末現在、文

化芸術講師(家庭生活・教養・社会生活・芸術文化・音楽)235名、スポーツ講師70

名が登録。 

利 点：既存の制度を活用できる点 

課 題：名称も含めて制度自体の見直しが必要 

 

 

認定「学びと地域のコーディネーター」としてデビューできる場を関係機関に調整のうえ、設ける。 

◆千代田区文化芸術の秋フェスティバル各実行委員会  

例:芸能のつどい、コーラスフェスティバル、オーケストラフェスティバル、作品展示 

◆区民のためのスポーツや文化イベント 

   例:囲碁・将棋大会、区民体育大会、福祉まつりなど   

◆千代田区の各種検討部会  

例:千代田区ミュージアム連絡会など                                           

◆地域活性化推進法人  

例:コマンド A、大丸有エリアマネジメント協会、淡路町エリアマネジメントなど 

◆学校と地域の連携  

   例：学校支援ボランティア、スクールコーディネーター 

利 点：コーディネーターとして千代田区内で活躍できる   

課 題：各会との調整、既存のメンバーとの合意が必要 

 

 

 

 

A

「ちよカレサポーター」 

 

B 「人 材 バンクの拡 充」 

 

C 「デ ビ ュ ー の 場」 
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 「東京オリンピックの時に何歳だった？」社会

に出たころ、年齢を探るために出た話題です。「生

まれていません。教科書で習いました。」と答えま

した。 

 オリンピックは時間帯が合えばテレビ観戦する

程度ですが、今年のリオデジャネイロ大会は印象

深く残りました。男子柔道（９０kℊ級）で出場し

たベイカー茉秋選手が地元の千代田区立昌平小学

校出身だったからです。小学校のホールで行われ

たパブリックビューイングに行き、日本の裏側で

戦うベイカー選手を応援しました。見事に金メダ

ルを勝ち取り、会場は大いに沸きました。忙しい

中ベイカー選手は、メダルを携えて昌平小学校を

訪問してくれました。 

 リオオリンピック・パラリンピック大会の式典

を見て「学びで人と地域をつなぎ、グローバルと

ローカル、社会と個人の交流の場をめざし…」ち

よだ生涯学習カレッジの基本理念の一節を思い起

こしました。カレッジが東京オリンピック・パラ

リンピックにおいて良い関わりが築けるようにと

願います。 

 １９６４年東京オリンピックを知っている人た

ちは、楽しそうに思い出話をしてくれました。私

も２０２０年東京オリンピック・パラリンピック

が楽しい大会だったと語りたいものです。 

 

 

 

第 11 期第 3 回のエポックは、ちよだ生涯学習

カレッジのハンドブック（素案）や卒業後の展望

を中心にお送りいたしました。次回会議でも、各

委員から貴重なご意見を頂戴したいと思います。

また、ご多忙の中リレー随筆をお引き受け頂いた

松井委員・鈴木委員に心から御礼申し上げます。 

  

「  

                          

 

10 月からいよいよ「ちよだ生涯学習カレッ

ジ」が始まります。これから 2 年間通って学ぼう

という一期生の方々の意欲や期待に十分に応える

ものであってほしいと思います。 

私は前期より千代田区障害者共助会として推進

委員をさせていただいています。バリヤフリーと

いう言葉はよく聞きますが先日、電動車椅子の方

とご一緒する機会がありました。用事を済ませて

お茶をすることになり、淡路町に面した 3 店のう

ち 1 店だけが段差が大きくなく入れました。当た

り前ですが、お店に入ってからご本人がコーヒー

を口にするまで少しお手伝いをしました。 

電動車椅子はお年寄りや力のない人にも行動半

径を広げてくれますが、その先の目的に達するに

は他の人の声かけや手助けが必要なことを一緒に

行動してみて実感しました。 

今年 4 月に「障害者差別解消法」が施行された

ことで自治体職員や民間事業者が日々の活動の中

で困っている障害者に、積極的に声を掛けたり、

表示なども分りやすくするよう、あるいは相談さ

れたら、たらい回しをしないよう話をよく聞く等

配慮することが示されています。障害をもった人

も外に出て自分がしたいことをするためにコミュ

ニケーションを取りたいと思っています。これか

ら「ちよだ生涯学習カレッジ」を受講することや

カレッジを卒業した方々がボランティアとして障

害者の方々と接することがあるかもしれません。

はじまりは、解消法という法律があるからという

ことでも、徐々に自然な声かけや手助けが社会に

行き渡っていくよう願っています。 

リレー随筆 NO.３＆４ 

 

編 集 後 記 

「東京オリンピック後に生まれました」      

松井 千恵子 

 

「 皆 とつながる 」 

                        鈴木 やす代 
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エポック No９９   

                                                     ～ 千代田区生涯学習推進委員会議だより ～            

    平成２９(2017)年２月 発行 

 

 

  

平成２８年１１月２５日(金)、第４回千代田区生涯学習推進委員会議が開催されました。 

今回は、１０月５日(水)に開催した「ちよだ生涯学習カレッジ」入学式および第３回までの授業内容 

の報告、そして前回の会議に引き続き、認定「学びと地域のコーディネーター」の展望(活動の可能性)

について事務局から３つの案を提示し、委員の方からご意見・ご質問を頂いたうえで具体的な検討を行

いました。以下、会議の概要を報告いたします。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇入学式は参加必須では無かったものの、学生３

５名のうち３３名が出席し、開催した。 

 

〇学生の皆さんはほぼ現役世代で、仕事後に授業

に出席されている。 

 

〇授業はまだ序盤戦であるが、学生の皆さんはと

ても熱心に受講している。授業後に、「学びのフ

ィードバック」という簡単な授業での感想や気

づきなどを書いて頂いているが、そこには「要

望、改善点」を始めとした具体的提案もあり、当

カレッジへ積極的に関わる

姿勢が感じられる。 

 

〇第１回目の授業は、「私、私の生き方」をテーマ

にし、自分のライフキャリアを振り返りつつ、

今後の地域社会との関わり方を

考えるものであった。 

 

 

〇第２回目の授業は、「魅力的なコミュニティには

コーディネーター的存在がいる」ということに

ついて、まちづくりや建築に関わる講師の観点

からの講義であった。 

 

〇第３回目の授業では、グループワークで、自己

紹介のほか、今後、施設見学や講座見学でどう

いったことに取り組みたいかなどを話し合っ

た。 

第１１期 第４回会議 概要報告 

「ちよだ生涯学習カレッジ」入学式開催と第３回目までの授業の報告 

回 入学式 第 1 回授業 第 2 回授業 第 3 回授業 

日 付 

 

10/5 10/19 11/2 11/16 

出 席 33 33 31 30 

忌 引 0 0 1 1 

欠 席 2 2 3 4 

 ～事務局からの報告～ 

 

 

★授業風景(第１回授業)★ 
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「ちよだ生涯学習カレッジ」がサポートする 

認定「学びと地域のコーディネーター」の展望(活動の可能性) ～事務局より３つの案～     

 

 

第１期生の卒業後における、学習成果を地域で生かすためのしくみづくりの検討を進めるため、前回

会議に引き続き、下記のとおり事務局より３つの(案)の提示を行いました。 

今回は委員の方々より実際にご意見等を頂戴し、更に検討を進めました。

 

   

      

A:ちよカレサポーター 

B:人材バンクの拡充 

B C 

A 

C:デビューの場 

「学びと地域のコーディネーター」卒業後の展望(活動の可能性)について 

 

 

「ちよだ生涯学習カレッジ」において、クラス

チューター的存在として在校生サポートを行

う。カレッジの各種イベント(オープンカレッ

ジなど)にファシリテーター的役割として参加

する。 

 

 

 

既存の人材バンクを見直し、拡充する。生涯

学習講師のみの登録・紹介制度ではなく、「学

びと地域のコーディネーター」としての登録や

紹介ができるようにする。 

 

 

 

 

 

Ａ，Ｂと比較して理解・調整に時間を要すること

が想定されるが、認定「学びと地域のコーディネー

ター」としてデビューし、地域などで活躍する場を

関係機関と連携・協力のうえ、設けていく。 

 

 

 

～Ａ ちよカレサポーターとは～ 

 

～Ｂ 人材バンクの拡充とは～ 

 

 

～Ｃ デビューの場とは～ 
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〇海外からもインターネットで様々なことを調べ

て旅行に来る方が多く存在するようであるが、

そういった方へ発信できるような情報センター

のようなものを作り、外に向けて情報発信が出

来る場所があると非常に喜ばれ、良いのではな

いか。 

⇒推進委員会議でも話題に出ているが、２コース

目を「観光ボランティア」のようなコースにする

という選択肢もある。区内でのそういった外国

からのお客様も含めた観光の観点での情報発

信、拠点作りのようなものも視野に入れている。 

 

 

 

 

〇私が住んでいるのはマンションなので、町会と

の関わりというのは薄いと思う。私が近くで見

ていて、「あちらの町会は凄く活動的で良いこと

をしているのだな」と思ったことがあり、古くか

らの住民が活動している町会と、マンション居

住者を多く抱えている町会には地域への関わり

方の差がある気がする。その間にコーディネー

ターが入って下さったら凄く良いと思う。 

⇒長年住んでいらっしゃる方、新しいファミリー

層も含めて住民の方が増えてくると新たなコミ

ュニティを当然作り上げていく必要がある。ま

た、マンション住民が既存の自治組織等にどう

参画していくかというのは大きな課題である。 

 

 

〇(在住者のみならず)在勤、在学者の観点からも考

えて頂けると有難い。私立の生徒のなかには、昼

間はずっと区内に居るものの、千代田区のこと

をさほど知らない者も居る。よって、コーディネ

ーターの方に学校に来てもらい、(千代田区の

ことについて)話しをして頂くなど、そういった

チャンスがあれば有難い。 

 

〇高齢者や障がいのある方などが身近な場所で交

流できる「ふれあいサロン」が区内に何カ所か

存在したり、ボランティアグループの方が食事

会を開いたりしている。コーディネーターがそ

ういった場所を見学して情報を集め、学びや特

技を活かしてボランティアしたい方とのつなぎ

をしていただけると良いと思う。 

 

 

 

 

 

 

〇区内機関が地域活動などを収録した冊子を私も

読むが、もっと様々なところへアピールすると

ともに、区民等の学習希望に応じて、団体や人

材を紹介できる旨の周知も冊子に入れて頂けた

らと思う。 

⇒「見える化」という言葉をよく耳にするように、

カレッジの内容や学習成果をどのように生かせ

るのか、それをどう「見える化」して周知して

いくか、そこが一つの核心だと思う。カレッジ

がこれから発展していくうえで事務局も工夫を

凝らしてご提案していきたい。 

 

 

 

 

〇町会の方が密接に参加し行事を行っている学校

があり、それらの学校には人手が足りないとこ

ろも存在する。そういった学校行事にうまく卒

業生が入っていけると、地域の方とも知り合い

になり、町会に少しずつ

入り易くなると思う。 

 

質疑応答・自由意見など 
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いよいよ、「ちよだ生涯学習カレッジ」がス

タートしました。生涯学習推進委員会議でこ

の名称に決まった時には、私自身もワクワク

した気持ちになりました。生涯学習を身近に

感じてもらい、より多くの方々に千代田区の

ことを学んでほしいとの思いがつまった名称

です。 

どんな方が受講されるのだろう？と入学式

を見学。そこには長年ボランティア活動をさ

れている方、今年度からボランティアグルー

プでの活動をスタートしたばかりの区民の方

など、日頃からボランティア活動に熱心に取

り組む方々も受講されていました。 

また、そこに参加されていた受講生が、後日

ボランティアセンター主催のコミュニティと

のつながり方を話し合うトークイベントにも

参加され、あらためて生涯学習とボランティ

アの重なりや関わりの深さを実感しました。 

学びたい人には生涯学習の場があり、学ん

だことをボランティアとして実践したい方は

ボランティアセンターに相談できる。その時

の状況でどちらかを選んだり、どちらも実行

する。生涯学習とボランティア活動を自由に

行き来でき、多くの方が地域で活躍できるサ

ポートが充実するよう協力し合いたいと思い

ます。 

 

 

 

 

 

 

『ちよだの杜少年少女合唱団』は千代田区

文化芸術協会の会員がつくった千代田区に集

う子ども達のための合唱団です。１２年ほど

前に創団し１３０名を超える子ども達がこの

合唱団を経験しています。多くの合唱団が年

齢でクラスを分けていますが、ちよだの杜は

全年齢の子ども達が同じ練習をしています。 

ちよだの杜、は徹底的に子ども主義です。こ

れは、子どものためなら、かなり面倒くさいこ

とでもやってしまおうということです。例え

ば、楽譜。小さい子には、イラスト付きひらが

なの歌詞カードを。合唱譜を読み慣れていな

い団員には、パート譜を用意。市販の楽譜に

は、そんなサービスはないので、全部手づくり

です。そして、練習は、厳しいが面白い。「楽

しくなくちゃ合唱じゃない！」がモットーで

す。練習曲は、団員に合わせ選曲をします。お

かげで、レパートリーは、唱歌・童謡からアニ

メ、Pops 系、現代合唱曲、英語の他、独伊仏

語にラテン語まで幅広く、同じ曲でも、団員構

成が変わるとアレンジを変えます。 

こんな中で、小学校を卒業し、上の学校に進

学した子たちは、自分の学校の合唱コンクー

ルの時、クラスで「合唱とは！」と説くそうで

す。そして「優勝したよ！」と報告が。長く在

籍している団員は、歌うことに関して自信に

あふれています。一つのことを長く楽しくや

り続け、積み重ねた結果に、このような素晴ら

しい子ども達が生まれたことを、私達ちよだ

の杜のスタッフは誇りに思っています。 

 

 

 

リレー随筆 NO.5＆6 

 

編集後記(事務局より)  

今回のエポックは、第 4 回会議についてお届けいた

しました。お忙しい中、リレー随筆をお引き受けくだ

さいました武藤委員と安田委員に心からお礼申し上

げます。次号エポックもよろしくお願いいたします。  

～編集・発行～ 

千代田区 地域振興部 生涯学習・スポーツ課 

〒102-8688 千代田区九段南 1-2-1 

  TEL：03-5211-3632 

  FAX：03-3264-1466 

  Email：shogaigakushuu@city.chiyoda.lg.jp 

 

「生涯学習とボランティア」       

武藤 祐子 

 

 

 

 

「積み重ねるということ」       

安田 郁子 
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エポック No100  

～千代田区生涯学習推進委員会議だより～ 

平成２９（２０１７）年５月 発行 

 

 

 

 

 

 平成 29 年 2 月 7 日(火)、第 5 回千代田区生涯学習推進委員会議が開催されました。 

 今回は昨年行われた第 2 回会議に引き続き、「ちよだ生涯学習カレッジ」2 コース目の学科について検

討を進めました。更に、本年 1 月に開催された「千代田区生涯学習連絡会の設置に向けた準備会」の実

施報告を行うと共に、第 11 期後半のテーマについて各委員から自由意見を頂くなど、多岐に渡る検討内

容となっておりました。以下、議事概要をお伝えいたします。 

  

 

 

  

 

 

 

◆2 コース目の提案 

2 コース目は千代田区について詳しい人 

＝「●●マイスター」を養成するコースとしたい。 

千代田というまちについての知識や教養を高

め、まちの特性や構成要素に詳しく、将来的に

は区民研究科にもなりうる人材を想定。 

⇒観光分野へのニーズにも応じ、卒業後にはボラ

ンティアガイドや千代田区の都市としての魅

了を内外に発信する可能性も持っている。 

 

◆コース名称（案） 

千代田学マイスター（養成）コース 

千代田クリエイティブマイスター（養成）コース 

千代田まちのマイスター（養成）コース 

千代田魅力発信マイスター（養成）コース 

千代田水先案内（養成）コース 

 

 ◆マイスターという言葉について 

マイスター制度はドイツ発祥の職能訓練制度の

ことで、マイスターは「巨匠」や「親方」という意

味で使われる一方、ある分野について学習し、精

通した人への資格として使われることも多い。 

 

⇒ある特定の分野についての学習過程を終了し、

それに精通した人 

例：ベジタブル＆フルーツマイスター、ものづく

りマイスター、温泉マイスターなど。 

 

⇒自治体が認定しているもの 

例：荒川マイスター 

 区内において長く同一の職業に従事し、培った

高い技術と卓越した技術をもって後進の指導・育

成に力を注いでいる方を、「モノづくりの街・荒川」

を象徴する存在するとして、「荒川マイスター」に

認定している。 

   

 

第 11期第 5回 概要報告 

 

「ちよだ生涯学習カレッジ」2 コース目の学科について

 

 

 

※「●●マイスター」は千代田の地理、歴史、文化など

について学び、まち歩きやワークショップ、インタビュ

ーなどを通じて、千代田という土地やまちに精通した人

を想定している。 

昨年 7 月に実施された第 2 回の会議では、平成 30 年 10 月に開設予定の 2 コース目の学科の具体化に

向け、10 期からの検討経緯の情報共有や、学科(素案)の提示を行いました。そこで得た委員からのご意見

を勘案して、今回の会議ではコースの考え方及び名称についてなど、下記のとおり新たな(案)をお示しし

て検討いただきました。 
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・「ちよだ生涯学習カレッジ」の学生が卒業し、学

びの成果が地域もしくは外に還元されることが

重要で、研究にこもりすぎたり、深めるだけの

ようなコースだと意味が無いと思う。 

 

・間口が広く、地理・歴史・観光など、どれを選べ

る余地がある名称にすべきであり、コース名称

は「千代田まちのマイスター（養成）コース」や

「千代田魅力発信マイスター（養成）コース」が

一番分かり易くて良いと思う。 

 

 

 

 

・「千代田まちのマイスター(養成)コース」の「ま

ち」をカタカナにしても良いではないか。 

⇒区では様々な可能性を秘めた広い意味で、まち

づくりの「まち」は敢えて平仮名で表記してい

る。 

 

・「千代田まちのマイスター(養成)コース」の「ま

ち」はやはり平仮名の方が、文化的な要素が入

っているイメージで良いと思う。 

 

・カレッジが開校し授業を随分重ねて 

いくうえで、学生達が望むところが 

徐々に見えてきていると思う。2 コー  

ス目を検討するにあたり、学生たち 

が何に重きを置いているかを知る事がまずは 

大事だと思う。 

 

・基礎Ⅰの千代田学・コミュニティ論というのは

どのような内容か？ 

⇒千代田地域論のようなカリキュラムになってお

り、外神田や大丸有を取り上げる予定である。 

 

・「ちよだ生涯学習カレッジ」は、学生たちにどの

ような道筋を付けようとしているのか。観光ガ

イドを養成したいのか、又は千代田区の様々な

ことを吸収して貰い、あとは学生自身に考えて

頂く方向にするのか。 

⇒後者に近い。観光に特化したマイスターを育成

することではなく、あくまで選択肢のひとつと

して観光ボランティアガイドが存在している。 

 

 

☆カリキュラムの考え方☆ 

基 礎：歴史、地理、文化、まち並み、都市デザインなど千代田という「まち」について知る。 

専 門：生涯学習、ボランティア、プロボノについて理解する。 

習 熟：まち歩き、ワークショップ、インタビューなどを通して基礎・専門の理解度を深め、発展させる。 

 

 

☆カリキュラム案/6 単元☆ 

基礎Ⅰ：千代田学・コミュニティ学  

基礎Ⅱ：生涯学習全般(生涯学習・ボランティア・プロボノ)    

専門Ⅰ：街を知る、知ってもらう体験 

専門Ⅱ：千代田区の地理、歴史、文化 

習熟Ⅰ：グループワーク 

習熟Ⅱ：ゼミナール       ※基礎ⅠⅡは 1 コース目「学びと地域のコーディネーター(養成)コース」と同じ 

 

「学びと地域のコーディネーター(養成)コース」と同じ 

 

講師：都市デザイン、近現代史、地理などの専門家 

質疑応答・自由意見 

●以上、頂いたご意見等を基に 

第 6 回以降の会議にてコース名称

を確定し、カリキュラムの具体化

も図っていきます！ 
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 区は、千代田区内の文化・学習・コミュニティ施設、生涯学習機関等による情報の共有化や生涯学習

ネットワークの構築をめざし、平成 29 年度に「千代田区生涯学習連絡会」の設置を予定しています。 

その前段として、平成 29 年 1 月 19 日(木)に九段生涯学習館にて「千代田区生涯学習連絡会の設置に

向けた準備会」を開催いたしました。 

今回、委員の方々へ当準備会の実施報告を行いました。 

  

 

アーツ千代田 3331 千代田区立 スポーツセンター 

千代田区社会福祉協議会 

ちよだボランティアセンター 

地域振興部 

コミュニティ総務課 

千代田区社会福祉協議会 

高齢者活動センター 

地域振興部 麹町出張所 

公益財団法人 まちみらい千代田 地域振興部 富士見出張所 

一般財団法人 千代田区観光協会 地域振興部 神保町出張所 

千代田区立 千代田図書館 地域振興部 神田公園出張所 

千代田区立 日比谷図書文化館 地域振興部 万世橋出張所 

千代田区立 九段生涯学習館 地域振興部 和泉橋出張所  

 

 

◆「千代田区生涯学習連絡会」の設置について 

 設 置 者：千代田区 

 事 務 局：地域振興部 生涯学習・スポーツ課 

 設置の目的：平成２９年度に、区内の文化・学習・コミュニティ施設、生涯学習機関等による情報

の共有化を図り生涯学習ネットワークの構築を目指す「千代田区生涯学習連絡会」を設

置する。また、「ちよだ生涯学習カレッジ」の運営や、卒業生が地域で活動する際の協

力や支援を、参加施設及び機関に要請する。 

◆情報交換 

  下記のような情報提供・意見交換があった。  

九段生涯学習館 

当館は、本日お集まりの皆様にもご理解を頂いたう

え運営が成り立っている。今後「千代田区生涯学習

連絡会」に参加し、皆様からのお話を頂戴する機会

を積極的に増やし勉強を重ねたい。 

コミュニティ総務課 

マンション居住者と地域の方を繫げる交流の場「マ

ンションカフェ」という事業の中で、将来的にカレ

ッジ卒業生にファシリテーターとして活躍して頂

くなど、今後連携が取れると考える。 

ちよだボランティアセンター 

「ちよだ生涯学習カレッジ」の学生には、当センタ

ーが企画したトークセッションに参加されていた

方もおり、学生は学びと活動に熱心だという印象を

持った。 

高齢者活動センター 

60 歳以上の千代田区民を対象にした「かがやき大

学」の運営を行っており、「千代田区生涯学習連絡

会」から得る情報等を、来年度以降に反映できると

ころは反映させていきたい。 

 

「千代田区生涯学習連絡会の設置に向けた準備会」実施報告

◎参加機関 下記、文化・学習・コミュニティ施設および機関の実務担当者 

 

◎当日の主な議題 
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◆◆編集後記◆◆ 

 

 

 

 

 

今回の会議で第 11 期も前半が終了し、後半のテーマ 

決定に向けて検討を行いました。委員の皆様より頂いた 

ご意見を紹介します。次回会議では会長からテーマ(案) 

をお示しする予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・千代田区の魅力を知って、そこから「地域づくり」に

活かせるようなテーマにしたい。 

 

・テーマの中に「繋ぐ」という言葉を入れたら良いと思

う。 

 

・着物をイメージし、紡いだものを織って広げて形に 

するという、「広げる」という言葉がぴったりくると

思う。 

 

・「繫がり」という言葉をテーマに含めて、そこから更

に発信し、千代田区の魅力を更に皆さんに知って頂

くことが出来れば良いと思う。 

 

・10 月に開校した「ちよだ生涯学習カレッジ」がただ

ひたすら道を進むのではなく、千代田区の人を含め、

様々な資源、財産と絡んでいくようなことが出来る

テーマだと良いと思う。 

 

・自身が教鞭をとっている生徒に千代田区の皆さんが

よく声を掛けてくださり、子供が育っていく。都会も

とても優しさがあるのだということを、この会議か

ら発信できるようなテーマだと良いと思う。 

 

【編集／発行】 

千代田区 地域振興部 生涯学習・スポーツ課 

〒102-8688 千代田区九段南 1-2-1 

TEL：03-5211-3632 

FAX：03-3264-1466 

Email：shogaigakushuu@city.chiyoda.lg.jp 

 

       

唐突ですが、とまとの会が今年３月末

で閉会します。平成１５年から６５歳以

上を対象に、干支の飾り物や季節的な手

芸をある程度こちらで作成したものを、

参加した方が完成させてお持ち帰り頂き

（参加費１００円）、お茶とお菓子に、

篠笛の演奏で懐かしい唱歌等一時間程楽

しんで頂いておりました。他に７月に

は、フラダンス、１月には三味線と小唄

に抹茶と正月らしさを出したり、会にご

理解のある方が材料等提供して下さった

り、アイデアを頂いたりと周りの方々の

ご協力もありつつ、参加者の笑顔に達成

感を味わっていたように思います。しか

し、いろいろな変化について行けず、こ

のような結果となりました。 

 私が携わった約７年は半分にすぎませ

んが、とまとの会の皆さんとお知り合い

になれたことが、私の一つの宝物になり

ました。このご縁を大切にして行きたい

と思っております。 

 社会福祉協議会の方々にも大変お世話

になり、御礼申し上げます。 

 ちよカレの生徒の皆様も色々な世代の

方々とお知り合いになれたこのご縁を大

切に、切磋琢磨し、ご活躍されますこと

を期待し私のエールと致します。 

 

 

縁は異なもの味なもの 

 

第 11 期千代田区生涯学習推進委員会議 

 ～後半のテーマについて～ 

 

おかげさまで、エポックは今号で第 100 号を迎え

ることが出来ました。第 11 期の後半も盛りだくさ

んの検討内容となるため、これからも引き続き、エ

ポックにて会議概要をご確認頂ければ幸いです。 

 また、今回リレー随筆にご協力いただきました藤

井委員にも心から御礼申し上げます。 

 

 

 

リレー随筆 NO.７ 

自由意見 

藤井 敬子 
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エポック No101  

～千代田区生涯学習推進委員会議だより～ 

平成２9（２０１7）年８月 発行 

 

 

 

 

 平成 29 年 5 月 19 日、第 6 回生涯学習推進委員会議が開催されました。 

 今年度から新たに生涯学習推進委員となった、ちよだボランティアセンター長の清水昌代委

員を加えて、第 11 期後半の検討に臨みます。今回は新年度初回の会議ということで、昨年度か

ら継続議論している「ちよだ生涯学習カレッジ」について現状報告を行い、全員で共通認識を持

ちました。 

その後、今期後半に議論していくテーマについて検討を行いました。卒業後の活動についてイ

メージも膨らませながら、テーマについてのキーワードを出し合い、決定しました。 

以下、概要をお送りいたします。 

 

 

 

 

第 5 回会議で話し合った「ちよだ生涯学習カレッジ」2 コース目について確認しました。 

○漢字で「千代田」、ひらがなで「まち」、そし

てマイスターとする。 

 

○2016年10月に「ちよだ生涯学習カレッジ」

が開校し、現在は「学びと地域のコーディネ

ーター養成コース」で学んでいる。将来的に

は複数のコースを開設する予定で、開校２

年後である 2018 年に２コース目ができる

ように検討しているところである。 

 

 

 

 

〇直近の5月10日までの計13回の授業にお

ける出欠状況を提示した。総数 35 名で在

籍数に変わりはない。 

 

〇欠席の中に、長期欠席者が含まれている。

休学制度を設けていないため、すべて欠席

者としてカウントしている。 

〇名称には「観光」というキーワードが入って

いないが、東京 2020 オリンピック・パラリ

ンピック競技大会が開催されることも見据

えて「おもてなし」についても学び、将来的

には観光の分野でも活躍できる人材を養成

するようなコースを想定する。 

 

〇観光分野においては語学が必要にはなるが、

個々の素養にもかなり寄るところなので、

カリキュラムには入れないこととする。 

 

 

 

〇3 月 4 月は年度の変わり目であったため、

仕事や体調不良で欠席の連絡が多かった。

欠席者からは毎回事務局に欠席連絡が入っ

ており、無断欠席者はいない。 

 

〇遅刻・早退 30 分以上が 2 回で 1 回の欠席

としてカウントしている。

第 11 期第 6 回 概要報告 

コース名「千代田まちマイスターコース」に決定 

 

「ちよだ生涯学習カレッジ」第１期生の現状報告 

「ちよだ生涯学習カレッジ」2 コース目について 
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〇長期欠席の理由とは 

⇒仕事で異動になった等、仕事が理由の人が

多いが、体調不良の方もいる。 

 平成 29 年 10 月から第 1 期生が 2 年生にな

る。それぞれへ今後の在学や進級の意向を

確認し、ご本人の意思を尊重して対応する

予定である。 

 

〇長期休暇について 

第１期募集の段階ではどのような年齢層の

方々が集まるかわからなかったが、退職後

の社会参加として受講されている方や現役

世代で年度末・年度初めに忙しい方がいる

ということがわかった。今後、状況に応じ

て長期休暇の設定やその時期について考え

ていく必要があると感じた。 

 

 

 

 

 

〇学生の積極性について 

⇒事務局が当初想定していたより現役世代の

方が多く、仕事で忙しくても２時間の授業

を積極的に受けている。ときには話し合い

の時間が足りずに 21 時過ぎまで残ってい

ることもある。話し合いの時間を確保する

ため、第 2 期生からは少し時間割を変える

予定である。 

 

〇不合格者と長期欠席について 

第１期は希望者が全員入学できているので

問題がないが、今後申し込み者が増えて選

考を行った場合、長期欠席者がいるとその

分ほかの人が入れたのでは、という意見が

出てくる可能性がある。今後考えていく必

要があると思う。 

 

 

 

 

「ちよだ生涯学習カレッジ」第 2 期生の募集について 

質疑応答・意見等 

・募集期間  7 月 5 日（水）～8 月 17 日（木）（必着） 

・申し込み資格①20 歳以上②区内在住・在勤・在学者 

③2 年間継続して学ぶことができ、学習成果を地域活動やボランティア 

活動などを通じて実践する意欲のある方 

・定 員  30 名 

・授 業 料  年間 1 万円（2 年間で 2 万円） 

・申し込み方法  入学願書に作文を添えて事務局まで提出 

・選考方法及び入学者の決定  入学願書を選考し、郵送にて決定通知。 

・従業回数  全 36 回 

募集内容 

回 1 回 2 回 3 回 4 回 5 回 6 回 7 回 8 回 9 回 10 回 11 回 12 回 13 回 

日付 10/19 11/2 11/16 12/7 1/11 1/25 2/8 2/22 3/8 3/22 4/12 4/26 5/10 

出席 33 31 30 29 26 26 28 28 27 25 23 21 27 

遅刻・早退 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 

忌引等 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

欠席 2 3 4 6 8 9 7 7 7 10 11 14 7 

合計 35 35 35 35 35 35 35 35 35 35 35 35 35 

学びと地域のコーディネーター養成コース第 1 期生 出欠状況内訳（人数） 
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〇授業は入れ子式で展開されている。学生 

がスケジュールを把握しやすいように、 

授業カリキュラムに曜日を入れるとよい。 

 

〇授業カリキュラムは、入学直後に受け取る

資料。「基礎・専門の枠ごとに記載している。

日付順に並んでいないので注意」などの一

文があったほうがわかりやすい。 

 

〇昨年の広報千代田 8 月 5 日号の一面に掲 

載されたとき、同じ面におおきく「かが 

やき大学」が紹介されていた。同じ大学と 

いう分類で同じ面に掲載されたのかもし 

れないが、区別がつきにくくわかりにくか 

った。 

 

 

 

『「ちよだ生涯学習カレッジ」卒業生が地域で学習成果を生かしていくための仕組みづくり』  

を表すテーマについて話し合いました。 

 

 

〇「紡ぐ」 

対象者と直接向き合うことも大切なことで

あるが、自分より詳しい人を紹介できるよ

うな「自分で紡げる」人というのが、卒業生

にやっていただきたいことである。 

 

〇「結ぶ」 

人と人、人と地域というようないろいろな

ものを含めて結ぶ。ネットワークや広がり

をつくるようなイメージ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇ボランティアセンターの見学から 

 自分たちもボランティア団体を立ち上げて

活動してみたい、助成金をうまく活用して

みたい、という意見があった。 

 

〇助成を受けて活動することについて 

 公的機関から助成を受けると、書類をそろ

えるのも経理も大変になるかもしれない。

それでも、千代田の関係機関と連携して何

かやりたい、助成金が受けられる程度に地

域から認知されるような活動をしたい、と

いう意欲を感じる。 

 

第 1 期生との変更点 質疑応答・意見等 

学生の様子から（事務局） 

第 11 期のテーマ： 

「学びを紡ぎ地域を結ぶネットワークづくり」に決定 

 

次回から内容を検討 

していきます 

自由意見 

生涯学習推進委員会議の今期後半のテーマについて 

・授業日を第 1・第 3(及び第 5)火曜日とする 

・一部カリキュラムと講師の変更 

 専門Ⅰで「大人の学びあい」や「話し合い」

を体験的に学ぶため、グループワークを増

やす 

・あらかじめ自主活動日を設定する 
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｢生涯学習推進委員会議｣って         

      木村 由香 

 

昨年より千代田区青少年委員に推薦していただ

き、その御縁もあり第 11 期の生涯学習推進委員と

して会議に出席させていただくことになりました。 

ですが、｢生涯学習推進委員？会議？｣ってどの様

な意見を言って、どの様な意見を求められるの

か？そんな事を思いながら第 1 回の会議を向かえ

ました。 

第 1 回会議内容は｢ちよだ生涯学習カレッジ｣の

開校に向けての課題等でした。 

｢ちよだ生涯学習カレッジ｣（学びと地域をつなぎ、

学びを地域に還元する）はもう 4 年前より開校へ

向け、名称・コース内容（モニターコースも終了）

を委員会会議で議論されたとのお話を伺いました。 

第 2 回会議では｢ちよだ生涯学習カレッジ｣ 2 コー

ス目の学科についての話し合いが始まり自分自身

が学ぶ側にたち、どのような名称？・コース？が

よいのかと委員の皆様と議論していく中で私自身

『学ぶ』ことがとても多いと感じました。 

カレッジを受講している皆様も楽しく学び、学ん

だ知識を地域に還元していってほしいと思います。 

カレッジを卒業された方々の活躍の場も関連機関

と連携し生涯学習推進委員として会議で議論しサ

ポートしていければと思っております。 

 私にとって｢生涯学習推進委員会議｣は自分も

『学ぶ』楽しさを見つけられた会議でした。 

これからも、生涯学習推進委員として委員の皆様

とカレッジを受講している方々が楽しく学べるよ

う、議論を重ねていきたいと思います。 

 

編集後記（事務局より） 

第 11 期第 6 回のエポックをお送りいたしまし

た。今期後半のテーマが決まりましたので、今後後

半の検討も最盛期を迎えることとなるでしょう。 

ご多忙の中、リレー随筆をお引き受けいただいた

木村委員、吉田委員に、心から御礼申し上げます。

次号エポックも、よろしくお願いいたします。 

 

 

「楽しさを写すレンズ」    

吉田 和仁 

 

先日、北の丸公園を散歩していたら、ジャイア

ンツの野球キャップを後ろ向きにかぶり、首から

掛けた一眼レフで、枝垂桜の樹を写そうとカメラ

を構えている女性に出くわした。 

 私に気づくと、挨拶してくれた。よく見ると、何

年か前の卒業生、今は立派なお母さん、子どもは

小学３年生。なんでも、写真がご趣味とか。あちこ

ち草木の写真をとっていますと。私が「それだっ

たら向こうのマンションの横を、ずーっと入った

お宅の前のヤマブキの花が今、見事ですよ」と教

えてさしあげた。後日、お会いしたら、さっそく息

子を連れて撮りに行きました、と。 

 私は以前、学校で写真部の顧問をしていたので、

それからも、時々その親子に会うと、写真談義、カ

メラ談義に花を咲かせることも。やがて、そのお

母さんはパートの収入の一部を貯めて、望遠レン

ズを買い、千代田区内の草木や生き物の写真、さ

らには天体写真へと、被写体を広げていった。 

 休日には息子さんを連れて、秩父の山々や東京

湾の野鳥公園に、鳥の写真や草木を撮りに行って

いる。子どもには自分が使わなくなったカメラを

貸し与えて。「息子がカメラに夢中になっていま

す。」と、あるとき、嬉しそうに教えてくれた。実

は、お子さんには軽度の発達障害がある。しかし、

それを感じさせない。活き活きとしていて、お母

さんといっしょに、あちこちへ写真を撮りに行く

のが本当に楽しそうだ。 

 親が、何かに熱中している姿を、子どもに見せ

ることくらい最高の教育はない。 

 

 

 

 

 

 

【編集／発行】 

地域振興部 生涯学習・スポーツ課 

〒102-8688 千代田区九段南 1-2-1 

TEL：03-5211-3632 

FAX：03-3264-1466 

Email：shogaigakushuu@city.chiyoda.lg.jp 

リレー随筆 No.8＆No.９ 
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エポック No102  

～千代田区生涯学習推進委員会議だより～ 

平成２9（２０１7）年 9月 発行 

 

 

 

 

 平成 29 年 8 月 2 日（水）、第 7 回生涯学習推進委員会議が開催されました。 

 今回は、まず 7 月 20 日（木）と 8 月 1 日（火）に実施した「ちよだ生涯学習カレッジ」入学

説明会の実施及び第 2 期生の募集状況の報告をしたのち、今期のテーマ「学びを紡ぎ地域を結

ぶネットワークづくり」の実現に向けて、「千代田区生涯学習連絡会」の設置についての検討、

そして「ちよだ生涯学習カレッジ」の「学びと地域のコーディネーター」卒業後の展望について

議論が交わされました。 

 

 

 

 

 

 

○現在まで応募はないが、引き続き募集中。 

〇入学説明会は 7 月 20 日（木）の１回目に２

名、8 月 1 日（火）の２回目は大雨にもかか

わらず６名が参加した。昨年よりも出席者

は少ない。 

〇事務局の印象としては、説明会参加者の年

齢層が若いと感じた。一番若い方は大学院

生。 

〇説明会参加者へのアンケートでは、実際に

申し込みたいという方は８割程度。 

○昨年も締切前日までは応募数２０名程度だ

ったが、最終日に１０名以上の応募があっ

た。今年の応募者数は予想できないが、引き

続き周知していく。 

〇昨年はモニターコースを実施していたため、

募集開始後すぐの応募者が５名程度いた。 

〇今年は募集案内配布施設への対応を充実さ

せるため、図書館及び九段生涯学習館の講

座資料の中に募集チラシを封入したほか、

募集ポスターを館内のより目立つ場所へ設

置した。 

〇潜在的ニーズについては昨年対応して満た

しているため、今年は応募数が少ないこと

はある程度予想された。 

〇最近の学生は体験してから決める傾向があ

るので、チラシ配布だけでは動機付けには

弱い可能性がある。１回でも体験の場があ

るとよい。 

〇画像や映像では実際の臨場感がないので、

模擬授業があるとよい。大学のオープンキ

ャンパスや説明会の時にはそのようにして

いる。 

〇応募を迷っている人は、授業の雰囲気を知

りたいのではないかと思う。授業の見学を

いつでもできるようにするとよい。 

〇授業の見学は募集期間に関わらずできるた

め、年間を通じていつでもアピールできる

状況にしておくとよい。 

〇応募資格の区内在住・在勤・在学について、

今後廃止を考えてもよいかもしれない。差

別化は授業料によって図ることもできる。 

  

第 11 期第 7 回 会議要旨 

報告事項 

「ちよだ生涯学習カレッジ」第２期生の募集状況について 

自由意見 
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〇第 1 回を 9 月 15 日（金）に開催予定。 

〇副館長、事業担当係長等の実務担当者の出

席を依頼。 

 

 

〇開催数「年 1 回以上」では、開催に消極的

に見える 

⇒別の会議で「年 2 回」と決めて、形骸化し

てしまっているものがある。状況に応じて

柔軟に対応できるようにこのような表記に

した。 

〇たくさんの機関が集まるので、部署や行事

紹介で終わらないようにしてもらいたい。

交換した情報を活用していくために、事前

準備をしっかりする必要がある。 

 

 

 

〇開催前に、ちよカレ卒業生の活躍できる場

や連携・協力を図りたい事業等について、ア

ンケート調査を行い情報収集する予定。 

 

 

〇時季限定のイベントがあるので、年間を通

じて各機関の情報を把握する必要がある。 

〇学社連携の視点から、直接の学校関係者が

入っていたほうがよい。 

⇒構成団体は、連絡会の発展とともに拡充す

る方向で検討していく。 

〇「千代田区『定期』連絡会」と「定期」を入

れてみたらどうか。 

⇒「千代田区生涯学習連絡会」でスタートする。

「学びを紡ぎ地域を結ぶネットワークづくり」 

① 千代田区生涯学習連絡会設置要綱(案)について 

・目的   連絡会を通じて生涯学習施設及び関係機関等（以下「学習施設等」）の相

互連携の体制を構築することにより、千代田区内に集積する生涯学習の

資源等の有効活用を図り、もって千代田区における生涯学習の振興に資

することを目的とする。 

・所掌事項 (１) 学習施設等における生涯学習の資源等の情報交換に関すること。 

(２) 連絡会の構成団体が協力して実施する事業に関すること。 

(３) そのほか、連絡会が必要と認める事項に関すること。 

・構成団体 アーツ千代田３３３１、ちよだボランティアセンター、 

高齢者活動センター、まちみらい千代田、千代田区観光協会、 

千代田図書館、日比谷図書文化館、九段生涯学習館、スポーツセンター、 

指導課、児童・家庭支援センター、コミュニティ総務課、 

麹町出張所、富士見出張所、神保町出張所、 

神田公園出張所、万世橋出張所、和泉橋出張所、 

生涯学習・スポーツ課 

・開催等  （１）年１回以上開催する。 

（２）地域振興部生涯学習・スポーツ課長が招集する。 

（３）必要に応じ、構成団体以外の団体の者を出席させることができる。 

・事務局  地域振興部生涯学習・スポーツ課管理係に置く。 

・その他  このほか、連絡会の運営に関し必要な事項は、その構成団体の協議によ

り定める。 

千代田区生涯学習連絡会設置要綱（案）より 

質疑応答・意見等 
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A：ちよカレサポーター 

  カレッジサポーターとしてちよカレ運営

に関わることができる。 

 

B：人材バンクの拡充 

  現在の講師登録に加え、ボランティア・プ

ロボノを新たにカテゴリーに追加し、「学び

と地域のコーディネーター」として登録可

能にする。 

  また、人材バンク登録後の活動発展のた

め、現行の人材バンク活用講座に加え、区民

自主企画運営講座に応募可能にする。 

（右「B」図参照） 

C：デビューの場 

 「千代田区生涯学習連絡会」などから情報を

収集し、公募の会議体やボランティア、活動助

成制度などについて情報提供と相談を実施す

る。 

 

 

〇区民自主企画運営講座には講師謝礼として

1 回 2 万円助成している。交通費や講師へ

のお茶代もかかるので、講師謝礼に限らず

に一括 2 万円にしたほうが使い勝手がよい

のではないか。 

〇実際にボランティアセンターで活躍してい

た第 1 期生もいたことから、ボランティア

センターでは「C デビューの場」において連

携できそうだと感じる。 

〇若い学生は、お金になるか仕事になるよう

なことにつながればよいと思っているのか

なと思う。 

⇒大学生等は就職活動の評価のための可能性

もある。 

〇町会活動の固定化や町会員不足のため、ぜ

ひ町会に参画してもらいたい。 

⇒千代田の古い町会の一部には、新しい方を

受け入れない雰囲気もある。 

⇒町会活動へ参画する場合には、良好な関係

構築が重要なため、何度も諦めずに活動や

行事へ参加してもらいたい。 

 

 

〇卒業後の活動等イメージが見えれば、ちよ

カレ入学希望者も増えるのではないか。 

〇小学校のボランティア依頼は学校ごとに行

っており、人材集めに苦労しているので連

携できれば助かる。 

〇学校内で区のチラシを貼っても配っても、

なかなか学生に伝わらない。誰かファシリ

テーターとして説明してほしいと思うこと

がある。 

〇地元のお祭りで学生ボランティアを募って

いた。そこにも参画できるのではないか。 

〇千代田区生涯学習連絡会において、縦割り

の役所の情報を紡ぐ役割が必要である。こ

れを卒業生にやってもらえるとよい。 

〇最近の若い人はボランティア意識が高い。

この人たちへアプローチする仕組みを作る

ことができれば、ちよカレ入学希望者も若

年層が増えると思う。 

 

人材バンク
登録

人材バンクによる活動

人材バンク活用講座

区民自主企画運営講座

質疑応答・意見等 

B：現在の制度 

講師自らが講座を企画する 

5 名以上の団体が講座を企画運営する 

講師登録者がサークルへ紹介される 

 

知識能力を活かし 

講師登録をする 

 

② 認定「学びと地域のコーディネーター」の展望について 

 

  

C:デビューの場 B:人材バンクの拡充 

A:ちよカレサポーター 

A 
B C 
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「学ぶ動機を見出す」 

      淺川 宏 

７月末に２０１６年の日本人の平均寿命が男性

８０．９８歳、女性８７．１４歳で過去最高を記録

したとの報道がありました。高齢者現役社会が現

実味を帯びてくる今日、医療や年金分野でも様々

な制度改革が進んでいます。それに伴い、改めて

生涯に渡り学び続ける大切さを感じます。このよ

うな状況にあって「加齢に伴って知能や記憶力が

低下することは誤解であり、意欲の低下が問題で

ある。」という精神科医の和田秀樹氏の記事を目に

しました。意欲の保持には、前頭葉やホルモンが

大きくかかわることはよく知られていますが、同

時に体の機能を保つためには、衰えを感じた部位

を意識して使うことが大切であると言われます。

それだけに意欲をもって取り組むには、動機づけ

が何よりも大きな力になります。 

 就学前から始まる学校教育の期間は、長い人生

の四分の一にも満たない存在ですが、生涯に渡っ

て学び続ける意欲や動機づけの基盤となる存在で

す。そこで様々な動機の基に学び続ける大人の姿

は、いつまでも学び続ける人間でありたいという

子供たちの生きる力への希望を与えるよきモデル

という動機づけになると考えます。その意味で、

どの世代にあっても自分自身に合った学ぶ動機を

見出すことが大切であり、学びのスタートである

と考えます。 

 

 

 

 

 

 

編集後記（事務局より） 

第 11 期第 7 回のエポックをお送りいたしまし

た。ちよだ生涯学習カレッジについての議論も終盤

に入ってまいりました。 

ご多忙の中、リレー随筆をお引き受けいただいた

淺川委員、丸山委員、心から御礼申し上げます。 

次号エポックも、よろしくお願いいたします。 

 

「出会い」 

丸山 輝 

好きな言葉は何?と聞かれたら、私は"出会い"と

答えるでしょう。これまで人との出会い物事との

出会いが様々な喜びや発見をもたらしてくれたか

らです。 

私の"生涯学習"との出会いは区報で人材バンク

活用講座の企画案募集の記事を見た事に始まりま

す。当時、高校の教師であった私が仕事を退いて、

さてこれからどのように歩んで行こうかと思って

いた矢先の事であり、経験を生かす事の出来そう

なこの記事に飛びつきました。幸いに企画案が通

り古典文学の講座を持つ事ができ、それを機に継

続を望む受講者数人とともに九段生涯学習館のバ

ックアップのもと区民自主企画運営講座を立ち上

げ今日にいたっています。 

わたくしの役割は講師というより道先案内人で

あり、動機付け人と言った方が適しているかもし

れません。昔習った事、読んだことなどを思い出

して、さらに発展させていっていただけるようお

手伝いをしていると思っています。色々な人生経

験のもとに、先人の残した作品を共に読んで行く

ことはそこに新たな発見や気付きがあり、様々な

ものとの出会いが生まれます。その出会いに喜び

を感じ各自各様に生活の中に活かしていただける

ことが私自身のよろこびでもあり、学びでもあり

ます。 

  物質的な豊かさに蝕ばまれつつある今日、様々

な物事に学びの目を向け、その中での出会いを大

切にし、各自の中で育み、心豊かに過ごしていく

ことが生涯学習の意義とよろこびなのではないで

しょうか。 

 

 

 

 

 

 

【編集／発行】 

地域振興部 生涯学習・スポーツ課 

〒102-8688 千代田区九段南 1-2-1 

TEL：03-5211-3632 

FAX：03-3264-1466 

Email：shogaigakushuu@city.chiyoda.lg.jp 

リレー随筆 No.10＆No.11

〇 
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エポック No103  

～千代田区生涯学習推進委員会議だより～ 

平成２9（２０１7）年 12 月 発行 

 

 

 

 

 平成 29 年 10 月 20 日（金）、第 8 回生涯学習推進委員会議が開催されました。 

 今回は、「ちよだ生涯学習カレッジ」の 2 年次に進級した第 1 期生と新たに入学した第 2 期生

の在籍状況などを報告をしたのち、「千代田区生涯学習連絡会」の実施報告、そして今期のテー

マ「学びを紡ぎ地域を結ぶネットワークづくり」の実現に向けて自由に意見が交わされました。 

 

 

 

 

 

 

○第 1 期生は、昨年の入学時の人数は 35 名。

そのうち 26 名が 2 年次へ進級した。進級し

なかった理由は、家庭の都合や転勤などの

仕事の都合が 7 名。授業のレベルが合わな

いという人は 1 名。 

また 1 名は 1 年次の出席授業数が少なかっ

たことを理由に、第 2 期生と一緒に、再度１

年次の授業を受けることを希望した。 

〇第 2 期生は、2 次募集も行い、計 19 名が入

学。今回も 1 名モニターコース経験者から

の応募があった。 

 入学は 19 名だが、第 1 期生から編入する 1

名が加わるので、授業に出席する人数は 20

名となる。 

〇第1期生・第2期生ともに授業が始まった。

欠席者はいるものの、いずれも事務局に事

前連絡が入っている。 

 

第 1 期生(2016 年入学) 35 人 

第 1 期生(2017 年進級) 26 人 

第 2 期生(2017 年入学) 19 人 

    (第 1 期生から編入) 1 人 

 

〇第 2 期生の募集について、当初の募集期間

までの申し込み数が少なかったため、2 次募

集を実施した。計 19 名の申し込みがあり、

選考の結果、全員の入学が決定した。 

 

〇募集に対して申し込みが定員割れしたこと

を踏まえ、来年へ向けて広報 PR 活動を充実

していく一環として、この度「ちよだ生涯学

習カレッジ」のフェイスブックを開設した。 

また、入学募集時期については今年より早

める。そして、オープンカレッジや授業の参

観など、ちよカレに興味を持っていいただ

ける取り組みを進め、学生の確保を図って

いく。 

 

 

 

第 11 期第 8 回 会議要旨 

進級及び入学等の報告について 

「ちよだ生涯学習カレッジ」の報告 

第 2 期生の募集について 
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意見交換 

 

 

 

 

 

 

〇「地域活動に参加する人の受け入れの可能

性なし」と回答した中には、「学びと地域の

コーディネーター」としてどのようなスキ

ルやポテンシャルを発揮してくれるのかわ

からない、という意見があった。具体的に

カレッジ卒業生の参画を考えてもらう上で

は、卒業生の能力についてもう少し見える

化が必要である。 

 

〇今後、地域のご意見やニーズをどのように

情報収集してフィードバックしていくか、

連絡会の回数を重ねながら深めていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇「出張所の参加は代表して 1 所でよいので

はないか」という意見について、出張所は

「出先機関の代表」として捉えている可能

性がある。こちらとしては「町会等の各地域

をとりまとめる機関」として出席してもら

いたい旨を、改めて説明する必要があるの

ではないか。 

〇ちよカレの学生の中で町会との関わりがあ

る方はどれくらいいるのか。ちよカレと町

会をつなぐ役目を出張所に果たしてもらい

たい。そうすれば町会非加入の新規住民と

のつながりが作れると思う。 

⇒町会をテーマに挙げている学生は何人かい

る。世代交代や新旧住人の問題を解決できる

ようなコーディネーターを養成していきたい。 

「学びを紡ぎ地域を結ぶネットワークづくり」 

② 千代田区生涯学習連絡会の実施報告 

・実施日  平成 29 年 9 月 15 日（金） 

・議題  （1）千代田区生涯学習連絡会の目的について 

     （2）出席者自己紹介 

     （3）千代田区生涯学習連絡会に関するアンケート結果について 

     （4）情報交換 

・アンケート結果（全 19 機関） 

     〇地域活動に参加する人の受け入れ 

     ・可能性がある 11 機関 /可能性はない 2 機関 /どちらともいえない 6 機関 

     〇生涯学習活動に活かせる他の機関と連携・協力 

     ・図りたい 7 機関/検討中 3 機関/不明または未記入 9 機関 

     〇意見等 

     ・年 4 回程度の定期的な開催を希望 

     ・出張所の参加は代表して 1 所のみでよいと思う 

     ・MIW も構成団体に加えてほしい 

・情報交換 

     ・かがやき大学には多くの高齢者が受講している。チラシ配布などの際には活

用いただければ、との提案があった 

      

実施報告を受けて、事務局から 



53 

 
 

 

 

 

 

 

〇第 1 期生と第 2 期生が交わって催し物をす

る機会はあるのか。 

⇒第 2 期生にとって初めての自主活動（委員

会活動）が 10 月 31 日にあり、ここで一部

の学生は第 1 期生と交流ができる。 

 来年 3 月 4 日のオープンカレッジでは、第

1 期生を中心にして第 2 期生とも交流をす

るプログラムを考えている。 

 

〇ちよカレ内のつながりは非常に大事だと思

う。在校生と卒業生のつながりが、同窓会み

たいな形で何かできてくるとよいのではな

いか。 

 

〇第 1 期生と第 2 期生を合わせて、年齢で分

けてグループを作ってみても面白いのでは

ないか。年齢によって人生経験も違うし思

い描いているビジョンも違うので、同じテ

ーマで研究しても全くちがう結果になると

思う。 

 

 

 

 

〇第 1 期生が発信する機会はあるのか。 

⇒3 月のオープンカレッジでは、学んできたこ

とをパネルのようなものにして発表したい

というアイディアが出てきている。 

 卒業後の活躍については、考えながら 2 年

間過ごすことをテーマとしている。オープ

ンカレッジで発信することを学んだ後、ゼ

ミ方式で学んでいく予定。 

⇒事務局としては、学生たちの声をこの会議

体で紹介できるようにしていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

〇勤め先は大きな会社で社会活動に力を入れ

ているのに、ちよカレを知っている人に出

会ったことがない。近年の風潮から、大小関

わらず企業は社会活動に関心を持っている

はず。思いは一緒なのだが、情報がうまく結

びつかず、実現していないと感じる。 

 

〇地域から欲しい人材、必要なスキルなどの

情報があれば、要望に応じた授業を組み立

てることもできるかなと思う。 

 

〇地域と企業の関わりは、地元の小さな情報

から始まると思う。ある企業は、地元の餅つ

きの際には場所を提供してくださり、年2回

の地域清掃やたばこパトロールにも参加し

てくださっている。このような小さな協力

を得るためにも、地域に根差す出張所に、地

域の小さな声を吸い上げてもらう必要があ

る。 

 

〇企業の人事担当の方にちよカレの受講生に

なっていただき、千代田区の社会活動につ

いてなどの知識をつけてもらってはどうか。

どこかの企業で仕事にフィードバックでき

たと実績がでたら、おもしろいことになる

と思う。 

 

 

 

 

 

 

 

③ テーマについて自由討論 

ちよカレ内の交流 企業や地域とのネットワーク 

学生自身からの発信 
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〇オープンカレッジの会場が九段生涯学習館

のレクリエーションホールだと、6 階まで見

に行く人はあまりいないので、「オープン」

な感じがしない。作品展のようにもっと人

目につくところでやるとか、パネルをオー

プンカレッジ後も展示できるところに飾っ

ておくと、もっと多くの人にちよカレの活

動が伝わるのではないか。 

 

〇公開講座みたいなものをやってみるとよい

のではないか。例えば区民ホールならば、た

またま区役所に立ち寄った際にも見たり聞

けたりするため、見学をするためのハード

ルが下がる。短縮版の授業をやって授業紹

介みたいな形もよいと思う。 

 

〇オープンカレッジの「オープン」をどう担保

するのか、より多くの人に見てもらうため

にはどうしたらいいのかを学生自身に考え

てもらってはどうか。 

 

 

編集後記（事務局より） 

第 11 期第 8 回のエポックをお送りいたしまし

た。今回は自由討論もあり、あついご意見が交わさ

れた様子をお届けできたのではないでしょうか。 

ご多忙の中、リレー随筆をお引き受けいただいた

杉森委員、心から御礼申し上げます。 

次号エポックも、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   「人と共に学ぶ喜び」 

杉森 一恵 

 

小・中・高・大という学生時代の学びは、「後

学」のための性格が強いが、生涯学習は、まさ

に生き方や現代社会に直結した「今学」と考え

ている。グローバル化が進み、インターネット

でリアルタイムに情報が得られる現代、「学び」

ということだけでいえば、いつでもどこでも

学べる環境は整い、自学自習で知識を十分に

得られる。ではなぜ千代田スタイルの「ちよカ

レ」が求められたのか。 

私はちよカレ開設のモニターコース「生涯

学習大学 生涯学習コーディネーター養成～

体験編～発信力」を受講した。年齢・経歴がさ

まざまな受講生。座学以外にグループワーク

があることに最初はとまどいと不安があった

が、前半の講義で、「他者を尊重すること」「“違

い”が“何故？”という新たな疑問を生み、そ

れを知ることで新たな“学び”が生まれる」こ

とを学んだ。そしてそれを意識しながら後半

のグループワークに臨んだことによって、不

安は「違いを楽しむ気持ち」へと変化し、最後

にはメンバーと離れるのは寂しいとまで感じ

るようになった。このような知識を超えた学

びは人が集って学ぶ形でないと得られない。

生涯学習、特に人と人を結びつける「コーディ

ネーター」という分野では、共に学ぶスタイル

にこそ意義があると実感した体験となった。 

ちよカレの学生が、共に学ぶ中から喜びを

感じ、その喜びを力にして、様々な形で生かし

ていけるよう今後も議論を進めていきたい。 

 

 

【編集／発行】 

地域振興部 生涯学習・スポーツ課 

〒102-8688 千代田区九段南 1-2-1 

TEL：03-5211-3632 

FAX：03-3264-1466 

Email：shogaigakushuu@city.chiyoda.lg.jp 

（番外） 

ちよカレのオープンカレッジについて 

リレー随筆 No.12 
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エポック No104  

～千代田区生涯学習推進委員会議だより～ 

平成 30（２０１8）年 2月 発行 

 

 

 

 

 平成 29 年 12 月 19 日（火）、第 9 回生涯学習推進委員会議が開催されました。 

 今回は、これまでの会議を振り返りながら、今期のテーマ「学びを紡ぎ地域を結ぶネットワー

クづくり」について最終討論をしていただきました。また「ちよだ生涯学習カレッジ」について、

第 3 期生入学募集案内について意見交換をしたほか、ちよカレ事務局から２コース目「千代田

まちマイスターコース」のカリキュラム（案）の提示を受けました。 

 

 

 

 

 

 

 

○ちよカレ第 1 期生は、1 回目の卒業生とし

て、後に続く学生に「こんなことができるん

だ」と示す必要がある。そのために、ある程

度卒業後の道筋をつけてあげ、卒業後すぐ

に活動できるようにサポートすることも必

要なのではないか。 

 

〇生涯学習連絡会では、参加機関から「学生が

どういう人材なのか、もう少し具体的にわ

かれば」という意見があった。つまり、第 1

期生の卒業後の活躍が今後のモデルになっ

てくると考えられる。 

 

〇学生は入学時と卒業時で、将来どんな活動

がしたいかが変わってくると思う。我々が

闇雲に卒業後の活動を考えてつなげるので

はなく、入学時にアンケートをとっておき

現在の希望とともに調査をすると、より検

討しやすくなるのではないか。また、入学時

と卒業時の差を取ることで、「ここで学ぶと

これだけ変化が出て、結果このようになっ

た」とこれからの学生へのロールモデルと

しても見せやすくなるのではないか。 

〇ちよカレ生は 7 月に卒業するため、年度単

位に合わせた活動ができない。 

⇒ボランティア活動に目を向ければ、活動の

場はたくさんあるのではないか。 

 

〇学校現場では、地域の方々にお越しいただ

いて活動をすることが多い。関心が高いボ

ランティア希望者と学校とのニーズが合致

すれば、継続的にボランティア活動ができ

る可能性もあると思う。ボランティア希望

者の情報がたくさんそして簡単に入手でき

るようになるとよい。 

 

〇講座のティーチングアシスタントになって

もらってはどうか。 

 

〇ボランティアセンターでは、実際に第 1 期

生の方で「ちよとも」というボランティアグ

ループで活躍されてる方もいる。具体的にど

んなことをやりたいのかががわかると、地域

で活動しているボランティアグループと一

緒に地域課題を解決していくというところ

で、力が発揮できるのかと思う。

テーマについて最終討論 

「学びを紡ぎ地域を結ぶネットワークづくり」 

第 1 期生の卒業について ボランティア活動について 

第 11 期第 9 回 会議要旨 
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〇美術展において、地域の高齢者施設の方の

移動を手助けするボランティアはある。し

かし、美術展に興味がない高齢者施設など

や、実際に美術展への移動の間で、美術展の

案内や見どころ説明をしてくれる人がいれ

ば、現地でよりプラスになる説明ができ、よ

り興味を持ってもらうことができる。美術

展に限らず千代田区にはイベントがたくさ

んあり、実際に行けない人のためのボラン

ティアもあるので、その間に立つコーディ

ネーターがいれば、よりイベントが盛り上

がると思う。 

 

 

〇近年、発達障害の子どもが増えており、児

童・家庭支援センターにも多くの子どもが

在籍している。このような子どももいると

いうことを視野にいれていただきたい。 

 

〇今、家庭と地域と学校が一体になって教育

を進めていて、最終的には子どもたちが地

域に貢献できるような人材育成を目指して

いる。直接人と関わりをもって学ぶことで、

子どもたちがいずれ恩返しできるようにつ

ながるといいと思う。 

 

 

〇学校では、小学校の社会科見学などで地域

の商店などの企業と関わることもある。卒

業生が企業へアプローチできた場合、学校

への貢献だけでなく企業の地域参加にも貢

献できるのではないか。 

⇒企業との連携については、アプローチの仕

方も含めて今後検討を重ねる必要がある。 

 

〇児童館のボランティアとして活動している

中で、企業が扱っている素材を児童に実演

しながら見せる、というカリキュラムがあ

った。そういう企業の方の中には、このよう

な提案をされる方もいるのではないか。 

 

〇企業の場合には、社員として個人で活動す

るだけでなく、場合によっては企業全体の

協力を得るまで発展する可能性もあるので

はないか。そうなれば、個人による協力とは

違った効果も期待できる。 

 

 

 

 

 

 

 

〇千代田らしさをどうプロデュースしていくのかが大切。たとえば、他自治体の市民カレッジの

学生は比較的高齢者であることが多いが、ちよカレは在勤の若い人が多い。また、千代田区は

マンションが多いが、最近はマンションに関する事件も起こっている。地縁、社会関係資本な

ど、千代田区の特徴とちよカレをどうつなげていくかがすごく気になっている。 

 

〇他市の市民カレッジでは、働いている人は帰宅すると 7 時を過ぎてしまうため、時間に余裕

のある人しか参加できなかった。一方ちよカレでは、区外在住者でも在勤者として、千代田区

で学びデビューすることができる。これも千代田区らしさである。この意味では、ちよカレ申

込資格の「在住・在勤・在学」の要件をなくすと、より多くの人にとっての生涯学習活動が広

がるのではないか。 

 

〇千代田区らしさについて考える際、いつも歴史に関することになりがちだが、人口の構成など

の要素も大事である。 

千代田区らしさについて 

企業との連携について ボランティア活動について（つづき） 

子どもに関して 
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〇ロバート・D・パットナム「孤独なボウリング」では、地域コミュニティの崩壊について論じ

られており、その問題に関し、今でも強く心に残るのは、ロンドンオリンピックの最終聖火ラ

ンナーである。近年の最終聖火ランナーはしょうがい者や少数民族などマイノリティの人から

選ばれることが多いが、ロンドンオリンピックでは、普通の若者が選出された。一見マイノリ

ティ化していないと思われるが、実は彼らはその地域から排除されたマイノリティだった。こ

の若者たちにデビューの場を作り、連帯や希望を託すという面でプロデュースをした場が、最

終聖火ランナーだったのである。デビューの場ついては、併せて千代田の魅力も伝えていける

ようにできるとよいと思う。 

 

〇卒業生の活動の場の提案は、場合によっては押し付けになってしまうこともある。たとえば同

じボランティアをするとしても、自己有用感のため、やりたかったことができるようになった

という達成感のため、良いことをしたという他者からの評価のため、と理由はおそらく人によ

って違う。デビューの場の提供についても、これらを考慮する必要があると思う。 

 

〇卒業後のネットワークをどうつくっていくのかが非常に大事である。それが結果的に社会関

係資本、ソーシャルキャピタルにつながり、最終的には生涯学習大学がこれをつくっていくの

だろうと思う。

 

 

 

（事務局より） 

今年の第 2 期生募集に際し、当初は定員に

満たなかったため「二次募集」を実施した。

次の第 3 期生募集に際し、募集要項にこの

「二次募集」について記載するかどうか。 

 

 

〇あらかじめ記載しなくても、チラシを作成

して募集要項にはさみこんだり、表紙など

にシールを貼ったり、あとから情報を追加

する方法もある。 

 

〇応募する側としては、応募しようと考えて

いたものの悩んでいるうちに応募期日を過

ぎてしまう、ということもある。あらかじめ

二次募集がある可能性を示していれば、そ

のような方々のためになると思う。 

 

 

 

 

 

 

〇コース長 ： 仲川 秀樹 先生 

 （日本大学文理学部教授／社会学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ちよだ生涯学習カレッジ」について 

第 3 期生の募集案内について 

デビューの場の提供について 

委員からの意見 

２コース目「千代田まちマイスターコー

ス」のカリキュラム（案）について 

基礎Ⅰ 「千代田区学・コミュニティ論」 

（自分＝個人と地域、千代田区） 

基礎Ⅱ 「生涯学習概論」 

（生涯学習入門、大人の学び合い） 

専門Ⅰ 「シンボリックにみる千代田のまち」 

（概要・総論） 

専門Ⅱ 「メディア的にみる千代田のまち」 

（各論・トピック） 

習熟Ⅰ 「千代田のまちを実践する」 

（実践・フィールドワーク） 

習熟Ⅱ 「千代田まちマイスターへの道」 

（プレゼン・成果発表） 
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2 年目を迎えた「学びと地域のコーディネーター養成コース」第 1 期生が、「学びでつなごう 地域の

輪」をテーマに、学ぶ面白さに触れる一日を皆さんに提供します。 

 どなたでもお気軽にご参加いただけます。ちよカレ体験をしにぜひいらして下さい。子育て中でも安

心して参加できるようお子様スペースもご用意しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇講演会    13 時～14 時 20 分 

「つくる学びとわかる学び」 

課題の解決に向けて、「学び」という

視点で考える。 

     講師：佐藤晴雄氏 

（ちよだ生涯学習カレッジ学長） 

 

 

 

 

 

「大人の教育、子どもの教育」 

佐藤 晴雄 

「学び」とは「まねび」に由来する言葉です。つまり、まねをすることです。私たちは文字

を習得するために、お手本通りに鉛筆で文字をまねしました。典型的な例が「習字」です。一

方では、考える学び、深い学びが重要で、「学び」は単にまねて覚えることでは十分でないと

言われます。 

ところで、アメリカの成人教育学者のノールズは、子どもの教育の在り方をペダゴジー、大

人の教育の在り方をアンドラゴジーと名付けました。後に、子どもにもアンドラゴジーによる

学びがあり、大人にもペダゴジーの学びがあると修正しましたが、大胆に解釈すれば、ペダゴ

ジーはまねることであり、アンドラゴジーは考える学びに近い概念だと思えます。 

韓流ブームの頃、知り合いの高齢者はハングルを熱心に学んでいました。その学びはペダゴ

ジーの概念で捉えられます。小学生が総合的な学習の時間で調べ学習をしていますが、これは

アンドラゴジーの概念に近いように思われます。 

そのような二つの視点で学べる機会をつくることが生涯学習の重要な課題になると言えま

しょう。

 

編集後記（事務局より） 

第 11 期第 9 回のエポックをお送りいたしました。 

今回はテーマについて最終討論ということで、どのように学びを 

紡ぎ、地域を結ぶのか、活発にご議論いただきました。 

最後を飾るリレー随筆は佐藤会長でした。報告書作成も重なり 

大変ご多忙中ご対応くださった会長に、心から御礼申し上げます。 

今期のエポックはこれで終了です。皆様、お付き合いありがとう 

ございました。第 12 期もどうぞよろしくお願いいたします。 

リレー随筆 No.13 

〇日時 3 月 4 日（日） 10 時～16 時 

〇会場 九段生涯学習館（九段南 1-5-10） 

〇託児サービス 1 歳以上の未就学児を対象。 

2 月 25 日(日)までに要予約。 

佐藤会長による講演会です！ 

ぜひご参加ください！！ 

（補足） 

オープンカレッジについて 

【編集／発行】 

地域振興部 生涯学習・スポーツ課 

〒102-8688 千代田区九段南 1-2-1 

TEL：03-5211-3632 

FAX：03-3264-1466 

Email：shogaigakushuu@city.chiyoda.lg.jp 



 

 

 

学びを紡ぎ地域を結ぶネットワークづくり 

（報告書） 

 

－第 11期千代田区生涯学習推進委員会議－ 

 

平成 30年3月発行 

 

発行元 千代田区地域振興部生涯学習・スポーツ課 

東京都千代田区九段南1‐2‐1 

電話 03（5211）3632 



 

  



 

 



教育委員会行事予定表
教育委員会資料

平成30年4月10日
子 ど も 総 務 課

月 日 曜 時刻 場　所　等 行　事　（事　業　名） 備　考

　　　　　　　　　※　◎印は教育委員出席予定行事　／　○教育長出席予定行事

4 10 火 10:00～ 区立幼稚園、こども園 幼稚園、こども園入園式

13:00～ あい・ぽーと麹町 パン教室

15:00～ 教育委員会室（子ども総務課） 教育委員会第6回定例会◎ 教育委員出席

18:30～ 401会議室(子ども総務課) 青少年委員会第1回定例会

11 水 10:00～ 教育委員会室（子ども総務課） 校園長会

10:45～ 神田児童館 よちよちタイム「ベビーマッサージ」

11:00～ あい・ぽーと麹町 サロンdeあいぽーと（アロママッサージ）

11:00～ あい・ぽーと麹町 読み聞かせ

14:00～ あい・ぽーと麹町 親子＆キッズバレエ（３クラス）

12 木 13:30～ いずみこどもプラザ 一年生歓迎お楽しみ会

13 金 10:30～ あい・ぽーと麴町（児童・家庭支援センター） 子育てサポート利用会員登録説明会

14:30～ 一番町児童館 入学・進級おめでとう会

14 土 11:00～ あい・ぽーと麹町 リラックスアロマ

15 日 九段中等教育学校 九段中等教育学校　開校記念日

9:00～ 四番町児童館 児童館日曜開放

16 月 千葉県南房総市（指導課） オリエンテーション合宿①（麹町中学校　4／18まで）

10:00～ あい・ぽーと麹町 リトミック（２クラス）

11:00～ 富士見わんぱくひろば 幼児クラブ すくすくクラス スタート

17 火

18 水 千葉県南房総市（指導課） オリエンテーション合宿②（神田一橋中学校　4／20まで）

下校時 全区立小学校 子どもの安全・安心一斉パトロール

19 木 10:00～ あい・ぽーと麹町 ふれあい体操(3クラス）

11:00～ 富士見わんぱくひろば 幼児クラブ よちよちクラス スタート

4 20 金 10:30～ あい・ぽーと麹町 おやこdeえいご

11:00～ 一番町児童館 親子リズム講座

14:00～ 中野サンプラザ 平成30年度教育施策連絡協議会◎ 教育委員出席

21 土

22 日 都立白鷗高校 公立中高一貫校を知る会

9:00～ 西神田児童センター 児童館日曜開放

23 月 千葉県南房総市（指導課） オリエンテーション合宿③（九段中等教育学校　４／２５まで）

9:00～ 教育委員会室（指導課） 学校経営方針等説明会　（AM）◎ 教育委員出席

24 火 9:00～ 教育委員会室（指導課） 学校経営方針等説明会　（AM）◎ 教育委員出席

10:00～ あい・ぽーと麹町 おもちゃの病院

15:00～ 教育委員会室（子ども総務課） 教育委員会第7回定例会◎ 教育委員出席

25 水 11:00～ あい・ぽーと麹町 読み聞かせ

14:00～ あい・ぽーと麹町 親子＆キッズバレエ（３クラス）

14:00～ 神田児童館 入学・進級おめでとう会

14:30～ 西神田児童センター 入学・進級おめでとう会

14:30～ 四番町児童館 入学・進級おめでとう会

26 木



教育委員会行事予定表
教育委員会資料

平成30年4月10日
子 ど も 総 務 課

月 日 曜 時刻 場　所　等 行　事　（事　業　名） 備　考

　　　　　　　　　※　◎印は教育委員出席予定行事　／　○教育長出席予定行事

27 金 14:00～ 教育委員会室（指導課） 学校経営方針等説明会　（AM）◎ 教育委員出席

28 土

29 日

30 月

5 1 火

2 水

3 木

4 金

5 土 9:00～ 西神田児童センター みんなであそぼうこどもの日

9:30～ 四番町児童館 みんなで遊ぼう！こどもの日

10:00～ 神田児童館 親子であそぼう　子どもの日

10:00～ 一番町児童館 元気にあそぼう！こどもの日

10:00～ 富士見わんぱくひろば 子どもの日ミニまつり

10:00～ いずみこどもプラザ こどもの日イベント「こいのぼり工作」

13:15～ いずみこどもプラザ こどもの日イベント「映画上映会」

6 日

7 月 10:00～ あい・ぽーと麹町 リトミック（２クラス）

11:40～ あい・ぽーと麹町 コーラスタイム

8 火 15:00～ 教育委員会室（子ども総務課） 教育委員会第8回定例会◎ 教育委員出席

10:00～ 四番町児童館 ベビープログラム

18:30～ 未定（子ども総務課） 青少年委員会第２回定例会・青少年委員歓送迎会

9 水 11:00～ あい・ぽーと麹町 サロンdeあいぽーと（アロママッサージ）

5 10 木 10:00～ あい・ぽーと麹町 ふれあい体操(3クラス）

10:15～ 神田児童館 １．２歳児親子体操クラブ①第１回／全３回

11 金 10:30～ あい・ぽーと麹町 おやこdeえいご

12 土 11:00～ あい・ぽーと麹町 リラックスアロマ

13 日

14 月 群馬県嬬恋村（指導課） 嬬恋自然体験交流教室①（九段小・お茶の水小　～15日まで）

10:30～ 神田児童館 リラックスヨガ①第１回／全６回

13:00～ あい・ぽーと麹町 千代田区子育て支援員研修開講式



広報千代田（４月20日号）掲載予定　子ども部、地域振興部（文化振興課、生涯学習・スポーツ課）所管事項

開催日・
開催期間

住所は区立施設
以外のみ記入

区以外が主催の
とき

子ども総務課
子ども総係
村松・2014

教育委員の就任について
中川典子氏及び俣野幸昭氏の教育委員への就
任（３月25日付）

児童・家庭支援センター
子育て事業係
右働・462624

子育てサポートが受けられる利用会員登
録説明会

自宅へ子育て・家族支援者を派遣し、宿泊や
病後児の保育なども行う、千代田子育てサ
ポート事業の利用会員登録説明会。

5月15日(火)
10時30分～11時30分

あいぽーと麹
町2階「に
じ」

NPO法人
あい･ぽーと
ステーショ

児童・家庭支援センター
西神田児童セ
ンター
能美・2451

「親と子の絆プログラム　ノーバディー
ズ・パーフェクト」

お子さんと離れ、ママ同士で子育ての悩みや
困りごとを話し、自分らしい子育て方法を見
つける。

平成30年6月7日～7
月12日の毎週木曜日
(全6回)10時～12時

西神田児童セ
ンター

児童・家庭支援センター
西神田児童セ
ンター
進藤・2451

「みんなあつまれ！こどもの日」
プラレールやボールプール、お楽しみ工作、
ミニシアターを行う。

5月5日(祝・土)
10時～

西神田児童セ
ンター

児童・家庭支援センター
神田児童館
遠藤・472452

親子であそぼう　こどもの日 プラレールやこいのぼりを制作する。
5月5日(祝・土)
10時～16時

神田児童館

児童・家庭支援センター
四番町児童館
中西・2454

親子で遊ぼう！こどもの日 プラレール・トミカの制作を行う。
5月5日(祝・土)
9時30分～16時

四番町児童館

児童・家庭支援センター
一番町児童館
笠原・2455

元気にあそぼう！こどもの日
①プラレールやこどもの日の制作を行う②ト
ランポリンで遊ぶ

5月5日(祝・土)
10時～16時
①10時～
②13時30分～15時

一番町児童館

児童・家庭支援センター

富士見わんぱ
くひろば
堀越
3263-1185

富士見わんぱくひろば　こどもの日ミニ
まつり

 
5月5日(祝・土)
10時～16時30分

富士見わんぱ
くひろば

富士見わん
ぱくひろば

児童・家庭支援センター

いずみこども
プラザ
清水
3865-1461

こどもの日
お楽しみ工作会&映画上映会

①簡単なこいのぼりなどの工作を行う②大き
なｽｸﾘｰﾝを使用した映画上映を行う

5月5日(祝・土)
①10時～15時
②13時30分～15時45
分

いずみこども
プラザ

いずみこど
もプラザ

児童・家庭支援センター

あい・ぽーと
麹町
早坂
3556-8471

子育てひろば「あい・ぽーと麹町」ウェ
ルカムウィーク

さまざまなプログラムを会員以外の方にも楽
しんで頂く。

5月7日(月)～11日
(金)10時～16時30分

あい・ぽーと
麹町

NPO法人
あい･ぽーと
ステーショ
ン

学務課
学務係
佐々木・3121

給食費や学用品費等の援助
経済的な理由で学校に通うことが困難な児
童・生徒の保護者に、給食費や学校用品等を
援助していることを周知する。

児童・家庭支援センター 各児童館 児童館の「子育てひろば」の紹介 各児童館の「子育てひろば」を紹介する。

文化振興課
千代田図書館
高橋・3170

千代田図書館
企画展示

雑誌『ナショナルジオグラフィック』から
「自然」「人びと」「生活の営み」を伝える
30点の写真を展示。

4月23日(月)～7月21
日(土)

千代田図書館 千代田図書館

文化振興課
千代田図書館
高橋・3170

千代田図書館
神保町ツアー

図書館内でのゲスト講演の後、千代田図書館
コンシェルジュが神田神保町古書店街をツ
アーで案内。

5月26日(土)13時～
15時30分(仮)

千代田図書館
(集合)⇒神田
神保町

千代田図書館

教育委員会資料
平成30年４月10日
子 ど も 総 務 課

課
係

(担当者
・内線)

件　　　名 事　業　の　概　略
と　き 主催者会場
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広報千代田（４月20日号）掲載予定　子ども部、地域振興部（文化振興課、生涯学習・スポーツ課）所管事項

開催日・
開催期間

住所は区立施設
以外のみ記入

区以外が主催の
とき

課
係

(担当者
・内線)

件　　　名 事　業　の　概　略
と　き 主催者会場

文化振興課
図書館係
井口・3149

大正モダン〜大正の大衆文化と東京のモ
ダンデザイン〜(仮)

いまなお清新な輝きを放つ大正〜昭和初期に
かけての様々なグラフィック・デザインを紹
介。

6月8日(金)
～8月7日(火)

日比谷図書文
化館

日比谷図書
文化館

文化振興課
図書館係
井口・3149

特別展関連講座
時代をこえ今も生きている大正ロマン

多彩で豊饒な大正ロマンの現代性を語る。 6月23日(土)14時～
日比谷図書文
化館

日比谷図書
文化館

文化振興課
図書館係
井口・3149

特別展関連講座
出版、広告に花開いた大正モダンデザイ
ン(仮)

グラフィックデザインの発展をたどる。 7月14日(土)14時～
日比谷図書文
化館

日比谷図書
文化館

文化振興課
文化振興係
角田・3145

ミニコンサート＆ちよだ芸術祭合唱団募
集説明会

「ちよだ芸術祭」の団員募集説明会。プロの
オペラ歌手の無料コンサート付き。

5月12日14時～ 区民ホール
かんだ歌宴
事務局

文化振興課
文化振興係
角田・3145

文化芸術の秋フェスティバル実行委員を
募集

「千代田区文化芸術の秋フェスティバル」の
開催に向け、企画・運営を行う実行委員を部
門ごとに募集

生涯学習・スポーツ課
オリパラ係
小野寺・2255

東京2020年オリンピック・パラリンピッ
ク競技大会気運醸成事業への補助

東京2020大会開催に向けた気運醸成事業につ
いて、区から補助金を交付する。

生涯学習・スポーツ課
スポーツ振興
係
金子・3155

ニュースポーツ講習会(グラウンドゴル
フ)

区内在住・在勤・在学者を対象にニュース
ポーツ講習会(グラウンドゴルフ)を開催す
る。

5月19日(土)5月27日
(日)(全2回)10時～
12時

和泉公園

生涯学習・スポーツ課
スポーツ振興
係
金子・3155

第27回ニュースポーツ大会(グラウンドゴ
ルフ)

区内在住・在勤・在学者を対象にニュース
ポーツ大会(グラウンドゴルフ)を開催する。

6月3日(日)10時～12
時

和泉公園

生涯学習・スポーツ課
スポーツ振興
係
金子・3155

少年少女相撲大会わんぱく相撲千代田場
所(都大会予選)

区内在住・在学の小学生を対象に相撲大会を
開催する。

5月27日(日)9時～17
時

スポーツセン
ター

千代田区体
育協会

生涯学習・スポーツ課
スポーツ振興
係
金子・3155

卓球初心者講習会
区内在住・在勤・在学者を対象に卓球初心者
講習会を開催する。

6月1日～20日の毎週
水・金曜(全6回)18
時30分～

スポーツセン
ター

千代田区体
育協会

生涯学習・スポーツ課
スポーツ振興
係
金子・3155

ジュニア空手道教室
区内在住・在学の小・中学生を対象に空手道
教室を開催する。

6月2日～30日の毎週
土曜(全5回)10時～
11時45分

スポーツセン
ター

千代田区体
育協会

生涯学習・スポーツ課
スポーツ振興
係
金子・3155

子ども水泳教室(前期)
区内在住・在学の小学生(①1・2年生②3～6
年生)を対象に水泳教室を開催する。

6月4日～18日の毎週
月・木曜(全5回)①
14時45分～16時②15
時45分～17時15分

ちよだパーク
サイドプラザ

千代田区体
育協会

生涯学習・スポーツ課
スポーツ振興
係
金子・3155

アーチェリー初心者講習会
小学5年生以上の区内在住・在勤・在学者を
対象にアーチェリー初心者講習会を開催す
る。

6月6日～22日の毎週
水・金曜(全6回)18
時30分～

スポーツセン
ター

千代田区体
育協会

生涯学習・スポーツ課
スポーツ振興
係
金子・3155

ラージボール卓球大会
区内在住・在勤、千代田区卓球連盟登録者を
対象にラージボール卓球大会を開催する。

6月10日(日)9時～
スポーツセン
ター

千代田区体
育協会

生涯学習・スポーツ課
スポーツ振興
係
金子・3155

中学・高校卓球選手権大会
区内在住・在学の中学・高校生を対象に卓球
選手権大会を開催する。

6月10日(日)9時～
(中学の部)/6月17日
(日)9時～(高校の
部)

スポーツセン
ター

千代田区体
育協会

2
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生涯学習・スポーツ課
スポーツセン
ター
鈴木・3151

成人水泳教室
15歳以上(中学生を除く)を対象に水泳教室を
開催する。

5月28日～6月25日
(6/18を除く)の毎週
月曜(全4回)19時00
分～19時50分

スポーツセン
ター

スポーツセ
ンター

生涯学習・スポーツ課

スポーツ振興
係　小笠原・
3144　吉田・
3155

スポーツ施設の7月分利用申込み・抽選日
等を案内する。(スポーツセンターのみ8
月分)

7月のスポーツ施設の利用申込み抽選(スポー
ツセンターのみ8月分)

生涯学習・スポーツ課
オリパラ係
小野寺・2255

パラリンピック競技体験イベント「ノー
リミッツスペシャル2018」

パラリンピック競技体験や競技用具やパネル
等の展示会を開催する。

5月5日15時～17時、
6日10時～18時

丸の内駅前広
場(丸の内1-

東京都

3



29 千 子 指 導 発 第 1042 号 

平 成 ３ ０ 年 ３ 月 ９ 日 

千代田区立学校（園）長 殿 

千代田区教育委員会 

教育長  坂田 融朗 

（公印省略） 

 

平成３０年度 校園長による経営方針等説明会について（通知） 

 

このことについて、下記のとおり開催します。  

つきましては、準備及び出席について宜しくお願いいたします。 

 

記 

 

１ 内  容   校園長による学校経営方針の説明及び質疑。その中で以下を説明に加える。 

・各校の学力、体力・運動能力、いじめ、不登校の状況及び改善目標と方法 

・区費講師の活用法及び効果検証法、特色ある教育活動実施による期待される効果 

・２９年度学校評価や運営連絡会等において挙げられた課題とその対応策 

 

２ 場  所   千代田区役所 教育委員会室（４階） 

 

３ 日 時 等 

 

４ 時間配分  １校（園）25分（経営方針等説明 15分＋質疑応答 10分） 

ただし、併設園のある小学校（＊）及び中等教育学校は、40分で実施する。 

 

５ 当日資料  (1) 学校経営方針 

各校園において、資料（Ａ４、１枚程度）を作成し、４月 12日（木）までに担

当まで電子メールで送付する。タイトルは「学校経営方針（学校名）」とする。 

(2) 特色ある教育活動等決定通知（平成 30年 2月 5日付 927 号） 

     

６ そ の 他    同一アルファベットの中で、時間変更も可能です。変更に当たっては、学校間で調

整し４月６日（金）までに下記担当までご連絡ください。 

 

【担当】統括指導主事   内線 3163 

shidou@city.chiyoda.lg.jp 

日 程 校種等 時 間 説明校・園（予定） 

４月 23日（月） 

Ａ 中学校 9:00～9:25 麹町中学校 

Ａ 小学校・専任園長園 

9:25～9:50 ふじみこども園 

10:00～10:25 番町小学校 

10:25～10:50 千代田小学校 

11:00～11:25 和泉小学校 

Ａ 専任園長園 11:25～11:50 いずみこども園 

４月 24日（火） 
Ｂ 小学校（園）・ 

  中等教育学校 

9:00～ 9:40 九段小学校（＊） 

9:40～10:20 麹町小学校（＊） 

10:30～11:10 昌平小学校（＊） 

11:10～11:50 お茶の水小学校（＊） 

４月 27日（金） 

Ａ 中学校 9:00～ 9:25 神田一橋中学校 

Ｂ 小学校（園）・中等教育学校 9:25～10:05 九段中等教育学校 

Ａ 小学校・専任園長園 

10:15～10:40 富士見小学校 

10:40～11:05 番町幼稚園 

11:15～11:40 千代田幼稚園 

写 

教 育 委 員 会 資 料 

平成３０年４月１０日  

指 導 課 




